
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
と
展
開
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i
西
日
本
縄
文
後
期
前
半
期
の
地
域
相
一

千

葉

豊
皿

【
要
約
】
　
本
稿
の
爵
的
は
、
縄
文
後
期
前
半
期
、
西
日
本
に
分
布
し
た
縁
帯
文
系
土
器
群
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
・
展
開
の
様
桐
を
地
域
別
編
年
の
再

検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
色
を
問
題
と
し
、
地
域
聞
関
係
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
括
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
・

展
開
に
つ
い
て
は
、
黒
帯
文
土
器
成
立
期
と
し
て
広
瀬
土
鑛
4
0
段
階
を
設
定
し
、
地
域
内
の
内
在
的
な
土
器
の
変
化
と
外
来
の
影
響
の
結
合
の
中
か
ら
縁

帯
文
土
器
が
成
立
し
て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
型
式
内
容
の
再
整
理
を
通
じ
て
従
来
の
編
年
を
検
討
し
、
四
期
に
分
け
て
地
域
別
に
変
遷
過

程
を
把
握
し
た
。
そ
の
上
で
、
型
式
を
構
成
す
る
多
様
な
要
素
に
着
目
し
て
、
地
域
色
が
如
何
な
る
現
れ
方
を
し
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
縁
帯
文
系
土

器
群
は
、
土
器
作
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
部
分
を
共
有
す
る
基
層
的
地
域
が
核
と
な
り
、
と
く
に
有
文
土
器
の
情
報
交
換
が
密
接
に
行
わ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
広
域
な
地
域
に
親
縁
度
の
高
い
類
似
土
器
相
と
し
て
成
立
・
展
開
し
た
姿
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
地
域
間
の
親
疎
関
係
の
変
化
に
よ
り
W
期
に
は
東

海
西
部
が
独
自
の
土
器
地
域
圏
に
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
二
巻
六
号
　
【
九
八
九
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

日
本
先
史
土
器
で
あ
る
縄
文
土
器
の
変
遷
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
代
的
側
面
と
と
も
に
地
域
的
側
面
が
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
認
識

は
、
縄
文
土
器
型
式
の
編
年
研
究
を
も
た
ら
し
、
日
本
全
国
に
わ
た
る
精
緻
な
編
年
体
系
が
今
日
作
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
縄

文
土
器
型
式
の
系
譜
的
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
型
式
の
動
態
を
明
ら
か
に
し
、
型
式
相
互
の
関
係
の
態
様
か
ら
地
域
間
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
再
構
成
し
、
縄
文
文
化
・
社
会
の
一
側
面
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
研
究
も
活
発
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
を
ふ
ま



縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

え
、
縁
帯
心
土
器
と
総
称
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
土
器
群
を
取
り
上
げ
、
編
年
的
系
譜
的
に
再
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
外
帯
文
土
器
と
は
、
屈
曲
あ
る
い
は
肥
厚
に
よ
っ
て
頸
部
か
ら
区
別
し
た
口
縁
部
に
文
様
の
集
約
さ
れ
て
い
る
土
器
を
説
明
す
る
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

三
森
定
男
玩
が
最
初
に
使
用
し
た
用
語
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
中
国
・
四
国
・
近
畿
・
東
海
西
部
と
い
っ
た
西
日
本
の
縄
文
後
期
前
半
期
の
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

式
群
の
総
称
と
し
て
、
ほ
ぼ
定
着
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
後
章
で
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
型
式
群
は
年
代
学
、
地
域
色
を
保
ち
な

が
ら
も
相
互
の
密
接
な
交
流
・
影
響
に
よ
っ
て
成
立
、
展
開
し
た
親
縁
な
型
式
群
で
あ
り
、
系
譜
論
的
に
は
寒
帯
文
系
土
器
群
と
し
て
把
握
す

る
の
が
土
器
変
遷
の
大
枠
を
理
解
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
縁
帯
文
系
土
器
群
の
研
究
は
資
料
の
蓄
積
が
進
む
と
と
も
に
個
朋
地
域
に
お
け
る
編
年
的
検
討
ぽ
か
り
で
な
く
、
型
式
群
相
互
の
比
較
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
も
着
手
さ
れ
検
討
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
そ
の
成
立
に
つ
い
て
も
新
資
料
の
出
現
と
と
も
に
新
た
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か

し
な
お
、
世
帯
文
墨
土
器
群
の
成
立
、
展
開
に
つ
い
て
地
域
別
の
編
年
に
も
と
づ
い
た
詳
細
な
検
討
は
不
十
分
と
雷
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ

う
。
と
く
に
、
な
に
が
類
似
し
な
に
が
相
異
す
る
の
か
を
上
種
組
成
一
個
別
器
種
－
個
別
甲
種
を
構
成
す
る
要
素
と
い
っ
た
様
々
な
側
面
か
ら

多
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
検
討
を
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
縁
帯
文
系
土
器
群
と
総
称
さ
れ
る
型
式
群
の
も
つ
構
造
が

明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
地
域
間
関
係
の
再
構
成
と
い
う
縄
文
土
器
研
究
の
今
日
的
課
題
へ
接
近
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
は
第
一
に
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
・
展
開
を
地
域
別
編
年
の
再
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
、
第
二
に
地
域
別
編
年
の
併
行
関
係
に

も
と
づ
い
た
地
域
色
を
検
討
し
、
地
域
間
関
係
の
あ
り
方
を
追
究
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

　
最
初
に
、
叙
上
の
課
題
に
接
近
す
る
た
め
の
方
法
的
前
提
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
地
域
区
分
　
　
遺
跡
の
分
布
状
況
、
地
理
的
状
況
を
基
に
東
海
西
部
・
近
畿
・
中
部
瀬
戸
内
・
山
陰
の
区
分
を
基
本
的
区
分
と
し
、
個
別
地

域
と
す
る
。
そ
し
て
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に
地
域
を
細
分
し
て
検
討
し
、
実
態
に
即
し
た
地
域
区
分
と
地
域
聞
関
係
の
復
元
を
試
み
た
い
。

　
土
器
分
類
の
視
点
　
　
本
稿
で
は
有
文
土
器
の
型
式
変
化
を
基
軸
に
す
え
て
変
遷
過
程
を
把
握
し
、
層
位
資
料
、
一
括
資
料
館
で
年
代
的
独

立
性
を
保
証
す
る
と
い
う
方
法
を
と
る
。
そ
し
て
、
課
題
に
接
近
す
る
た
め
に
（
1
）
器
形
、
（
2
）
文
様
帯
、
（
3
）
文
様
、
（
4
）
縄
文
原
体
、
103　（925）



（
5
）
調
整
手
法
、
（
6
）
底
部
と
い
う
土
器
の
構
成
要
素
に
着
目
し
た
分
類
を
試
み
、
土
器
構
成
の
基
礎
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
1
）
～
（
3
）
を
総
合
的
に
把
握
し
て
器
種
分
類
を
試
み
、
（
4
）
～
（
6
）
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
検
討
対
象
と
す
る
。
器
種
の
分
類
は
、

深
鉢
・
鉢
・
浅
鉢
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
有
文
・
縄
文
地
・
条
線
地
・
無
文
で
細
別
す
る
。
注
ぎ
口
を
有
す
る
土
器
を
注
口
と
す
る
。
有
文

土
器
は
さ
ら
に
歯
形
上
、
口
縁
部
・
頸
部
・
胴
部
を
区
別
し
う
る
か
と
い
う
点
と
文
様
帯
の
あ
り
方
で
分
類
し
、
さ
ら
に
細
部
の
形
状
や
文
様

で
細
分
を
行
う
。

　
本
稿
で
は
要
素
内
で
認
め
ら
れ
る
多
様
な
属
性
を
変
異
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ら
属
性
の
変
異
を
系
譜
的
視
点
か
ら
説
明
す
る
。
こ
の
場
合
、

あ
る
変
異
を
年
代
的
変
化
か
あ
る
い
は
隣
接
地
域
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
の
大
別
し
て
二
つ
の
側
面
か
ら
解
釈
を
試
み
、
個
別
地
域
の
年

代
的
展
開
と
地
域
間
関
係
を
再
構
成
す
る
視
点
と
す
る
。
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①
　
山
内
清
男
「
縄
紋
土
器
文
化
の
真
相
」
（
『
ド
ル
メ
ン
』
第
一
巻
第
四
号
　
一
九

　
三
二
年
）
、
同
「
縄
紋
土
器
型
式
の
細
別
と
大
別
」
（
『
先
史
考
古
学
』
第
一
巻
第

　
一
号
、
　
一
九
三
七
年
）
。
い
ず
れ
も
山
内
清
男
『
日
本
遠
写
之
文
化
』
新
刷
　
九

　
六
七
年
廿
轡
繭
朕
に
よ
る
。

②
　
佐
藤
達
夫
「
土
器
型
式
の
実
態
一
五
領
ヶ
本
式
と
勝
坂
式
の
問
ー
ー
」
（
『
日

　
本
考
古
学
の
現
状
と
課
題
』
、
一
九
七
四
年
）
、
泉
拓
良
「
西
日
本
縄
文
土
器
再
考

　
一
近
畿
地
方
縄
文
中
期
後
半
を
中
心
に
一
」
（
『
考
古
学
論
考
』
小
林
行
雄
博

　
士
古
稀
記
念
論
文
集
、
　
一
九
八
二
年
）
、
羽
生
淳
子
「
縄
文
土
器
の
類
似
度
－
l
l

　
土
器
の
属
性
分
析
に
基
づ
く
遺
跡
間
の
関
係
復
一
兀
へ
の
新
た
な
試
み
一
」
（
『
史

　
学
』
五
五
i
二
二
二
、
一
九
八
六
年
目
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
方
法
論
的
に

　
は
異
な
る
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
単
な
る
編
年
細
分
、
地
域
細
分
に
と
ど
ま
ら
ず
、

　
地
域
間
の
関
係
に
つ
い
て
動
態
的
に
捉
え
、
社
会
的
背
景
に
言
及
し
て
い
る
点
で

　
共
通
す
る
。

③
三
森
定
男
「
西
南
日
本
縄
文
土
器
の
研
究
」
（
『
考
古
学
論
叢
騒
第
百
竃
、
一
九

　
一
二
山
ハ
年
）
。

④
　
田
中
良
之
氏
、
松
永
幸
男
氏
は
九
州
に
分
布
す
る
干
瓢
式
土
器
も
縁
甲
文
土
器

　
に
含
め
、
東
海
藤
部
か
ら
九
州
に
い
た
る
広
域
土
器
分
布
圏
の
存
在
を
指
摘
し
て

　
い
る
（
田
中
良
之
・
松
永
幸
男
「
広
域
土
器
分
布
圏
の
諸
相
」
〈
古
文
化
談
叢
』

　
一
四
、
一
九
八
四
年
〉
）
。
た
し
か
に
、
鐘
崎
式
土
器
の
主
要
質
種
で
あ
る
有
文
鉢

　
の
文
様
帯
規
格
や
一
部
の
文
様
は
瀬
戸
内
以
東
の
縁
帯
文
土
器
と
共
通
し
、
類
縁

　
関
係
に
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
翌
翌
の
形
態
や
口
縁
部
、

　
胴
部
文
様
は
九
州
内
部
で
独
慮
の
変
化
、
展
開
を
辿
っ
て
お
り
、
瀬
戸
内
以
東
の

　
陰
画
文
土
器
と
は
一
線
を
繭
し
て
存
在
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
認
識
よ
り
本
稿
で
は
鐘
綺
式
土
器
は
縁
帯
文
土
器
に
含
め
な
い
こ
と
と

　
す
る
。
ま
た
、
南
西
四
国
・
西
部
瀬
戸
内
で
は
鐘
崎
式
土
器
と
縁
差
文
土
器
が
相

　
互
に
認
め
ら
れ
、
複
雑
な
展
開
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
明

　
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
鐘
羅
針
土
器
の
成
立
お
よ
び
展
闘
過
程
を
追
究
す
る
必
要

　
が
あ
り
、
本
稿
の
主
題
か
ら
離
れ
る
た
め
南
西
四
国
・
西
部
瀬
戸
内
は
対
象
地
域

　
か
ら
と
り
あ
え
ず
は
ず
す
こ
と
と
し
た
。

⑤
注
④
前
掲
田
中
・
松
永
文
献
。



⑥
泉
拓
良
・
玉
田
芳
英
「
文
様
系
統
論
一
縁
帯
文
士
器
一
」
（
『
季
刊
考
古
学
隔

　
驚
二
七
号
、
　
一
九
八
六
年
）
、
拙
稿
「
備
皿
剛
市
新
庄
西
畑
田
遺
跡
採
㎝
集
の
縄
文
土

　
器
」
（
『
古
代
吉
備
』
第
一
七
集
、
一
九
八
七
年
）
。

⑦
大
井
川
以
西
の
静
岡
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
（
飛
騨
地
方
を
除
く
）
を
東
海
西

　
部
、
三
重
県
・
和
歌
肉
県
・
奈
良
県
・
滋
賀
県
・
福
井
県
・
京
都
府
・
大
阪
府
・

　
兵
庫
県
を
近
畿
、
岡
山
県
・
香
川
県
・
広
島
県
を
中
部
瀬
戸
内
、
鳥
取
県
・
島
根

　
県
を
山
陰
と
す
る
。

⑧
（
4
）
・
（
5
）
は
器
種
を
こ
え
た
共
通
性
が
地
域
別
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、

　
（
6
）
は
曲
形
全
体
に
わ
た
っ
て
統
一
的
に
把
握
し
う
る
資
料
が
少
な
い
と
い
う
理

　
由
に
よ
る
。

第
一
章
　
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立

1
　
問
題
の
所
在

縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

　
本
章
で
は
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
は
じ
め
に
こ
の
問
題
に
関
す
る
研
究
状
況
を
簡
単
に
ふ
り
か
え
っ
て
お
こ
う
。

　
縁
帯
文
系
土
器
群
は
編
年
的
に
は
三
本
沈
線
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
福
田
K
2
式
に
後
続
す
る
と
い
う
見
解
が
概
説
重
工
に
よ
っ
て
示

　
　
　
　
①

さ
れ
て
き
た
が
、
福
田
K
2
式
と
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
泉
拓
秀
出
は
近

畿
の
縁
論
文
土
器
を
三
期
に
分
け
る
と
い
う
細
分
案
を
呈
示
し
、
そ
の
第
一
期
の
縁
帯
文
土
器
（
北
白
川
上
層
式
1
期
）
に
東
日
本
の
堀
ノ
内
1
式

の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
縁
帯
文
土
器
が
堀
ノ
内
1
式
の
影
響
で
成
立
し
た
可
能
性
を
論
じ
る
と
と
も
に
近
畿
の
第
一
期
の
縁
譲
文
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

器
は
瀬
戸
内
を
中
心
に
分
布
す
る
福
田
K
2
式
に
併
行
す
る
と
い
う
編
年
関
係
を
示
し
た
。
こ
れ
は
福
田
K
2
式
と
縁
帯
文
土
器
の
関
係
に
つ

い
て
は
じ
め
て
系
譜
論
的
に
取
り
上
げ
た
論
考
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。
そ
の
後
、
田
中
良
之
・
松
永
幸
男
両
民
も
福
田
K
2
式
お
よ
び
縁
帯

文
系
土
器
群
、
北
部
九
州
の
鐘
崎
式
の
文
様
・
器
形
の
属
性
分
析
を
行
い
、
近
畿
の
第
一
期
の
縁
帯
文
土
器
は
、
東
日
本
の
土
器
の
影
響
下
で

成
立
し
た
、
福
田
K
2
式
に
併
行
す
る
土
器
で
あ
り
、
瀬
選
出
の
縁
置
文
土
器
（
彦
崎
K
－
式
）
は
一
段
階
新
し
く
な
る
と
い
う
見
解
に
達
し
て

　
③

い
る
。

　
し
か
し
、
両
者
の
立
論
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
福
田
K
2
式
は
近
畿
に
は
分
布
し
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
福
田
K
105 （927）



2
式
は
近
畿
で
も
相
次
い
で
発
見
さ
れ
は
じ
め
、
福
田
K
2
式
が
近
畿
に
主
体
的
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
も
は
や
疑
い
得
な
い
事
実
と
な
？

　
　
④

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
福
田
K
2
式
と
縁
帯
文
土
器
の
関
係
は
編
年
関
係
、
系
譜
関
係
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

　
結
論
を
先
取
り
的
に
述
べ
れ
ば
、
福
田
K
2
式
と
従
来
の
縁
端
文
土
器
1
期
（
近
畿
の
北
白
川
上
層
式
1
期
、
瀬
戸
内
の
津
雲
A
式
）
の
聞
に
縁
帯

文
土
器
成
立
期
と
し
て
広
瀬
土
壌
4
0
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
田
K
2
式
と
縁
帯
文
土
器
は
編
年
的
前
後
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

点
点
文
土
器
は
東
日
本
の
土
器
と
の
密
接
な
交
流
を
契
機
に
し
て
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
の
諸
要
素
を
継
承
・
変
化
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
成
立
し
た
土
器
で
あ
り
、
地
域
内
の
内
在
的
な
土
器
の
変
化
と
外
来
の
土
器
の
影
響
が
結
び
付
い
て
型
式
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
一
例
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
て
理
解
し
う
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
つ
い
て
は
簡
単
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
逆
接
も
玉
田
芳
英
氏
と
と
も
に
該
期
の
問
題
に
ふ
れ
、
従

来
の
説
を
撤
回
し
、
福
田
K
2
式
と
縁
散
文
土
器
を
編
年
的
前
後
関
係
と
し
て
捉
え
、
福
園
K
2
式
の
伝
統
の
中
か
ら
縁
帯
文
土
器
が
成
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
く
る
と
い
う
新
た
な
見
解
を
墨
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
福
照
K
2
式
と
声
帯
文
土
器
の
編
年
虚
位
置
付
け
（
そ
の
前
後
関
係
）
は
、

ほ
ぼ
確
定
し
た
と
い
え
る
が
両
者
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
系
譜
論
的
評
価
に
は
な
お
相
違
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
成
立
言
忌
帯
文
土
器
の
地
域
色

の
検
討
も
不
十
分
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
前
上
で
不
十
分
だ
っ
た
点
を
改
め
て
、
縁
帯
文
土
器
の
成
立
に
つ
い
て
再
度
取

り
上
げ
て
み
た
い
。
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2
　
福
田
K
2
式
の
細
分
．

　
福
田
K
2
式
は
一
九
五
一
年
、
岡
山
県
福
田
貝
塚
発
掘
資
料
を
も
と
に
山
内
清
男
氏
に
よ
っ
て
瀬
戸
内
の
縄
文
後
期
前
半
に
位
置
付
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
土
器
型
式
で
あ
る
。
三
本
沈
線
に
よ
る
曲
線
的
な
縄
文
帯
、
沈
線
末
端
の
入
り
組
み
と
い
っ
た
特
徴
や
植
木
鉢
形
の
独
特
な
上
坐
の
有
文
鉢

が
器
種
を
構
成
す
る
な
ど
型
式
内
容
は
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
成
立
過
程
は
泉
、
玉
田
両
玩
に
よ
っ
て
「
中
津
皿
式
」
が
設
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
、
中
津
式
か
ら
の
漸
移
的
な
変
遷
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
分
布
範
囲
に
つ
い
て
は
中
国
・
四
国
以
外
に
近
畿
お
よ
び
東
海
西
部
を
そ
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⑨

の
範
囲
に
含
め
る
か
ど
う
か
で
見
解
の
相
違
を
み
て
き
た
が
、

近
畿
に
つ
い
て
は
分
布
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
東
海
酉
部
に
関
し
て
は
、
資
料
が
僅
少
な
こ
と
も

あ
っ
て
不
明
確
な
部
分
が
多
く
、
状
況
も
複
雑
な
よ
う
だ
。

東
海
西
部
の
状
況
は
、
近
幾
、
中
国
の
状
況
を
扱
っ
て
お
い

て
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
最
初
に
福
田
K
2
式
の
三
種
組
成
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う

（
図
－
）
。
福
田
K
2
式
は
有
文
深
鉢
A
（
1
～
6
）
・
B
（
ア
）
、

有
文
鉢
A
（
8
）
、
有
文
浅
鉢
A
（
9
）
・
B
（
1
0
）
、
無
文
深
鉢
、

無
文
浅
野
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
有
文
深
鉢
A
・
B
は
口

縁
部
文
様
帯
の
有
無
で
区
分
し
、
文
様
帯
を
も
た
な
い
B
は

稀
で
あ
る
。
有
文
鉢
A
は
底
部
か
ら
外
反
気
味
に
口
縁
部
ま

で
立
ち
上
が
る
植
木
鉢
形
。
有
文
浅
鉢
A
は
、
口
縁
内
湾
す

る
ボ
ウ
ル
形
。
有
文
浅
鉢
B
は
外
方
に
開
く
器
高
の
低
い
皿

形
と
も
称
す
べ
き
形
態
が
多
い
。
外
面
に
文
様
帯
を
も
つ
も

の
と
内
面
に
文
様
帯
を
も
つ
も
の
の
二
者
が
あ
る
。
無
文
深

鉢
は
頸
部
が
僅
か
に
く
び
れ
る
も
の
が
一
般
的
で
瀬
芦
内
で

は
口
唇
に
刻
み
を
有
す
る
も
の
が
比
較
的
多
い
。
無
文
浅
鉢

も
皿
形
に
近
い
形
態
を
呈
す
る
。
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a　種 b・種 b2　種 c　種避
　
　
1

　夢

V

～
　
ゾ
〃

　』

@7
V

図2　福田K2式の口縁部断面の形状模式図
　　　　　　　　　　　　（←・は縄文重文）

　
c
種
　
口
話
外
面
施
文
型
で
あ
り
、

　
　
　
　
舎
に
は
、
口
唇
上
の
二
線
間
に
縄
文
を
施
し
、

　
　
　
　
れ
る
縄
文
帯
が
横
走
す
る
。

　
　
　
　
c
種
口
縁
を
も
つ
例
は
鉢
A
に
多
い
。

　
さ
て
、
a
種
口
縁
の
特
徴
は
前
段
階
の
「
中
津
巫
式
」
の
口
縁
の
無
涯
を
継
承
し
て
お
り
、
b
種
、
c
種
酢
縁
は
a
種
ロ
縁
の
発
達
し
た
形

態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
b
種
・
c
種
旧
縁
か
ら
成
立
期
縁
帯
文
土
器
の
口
縁
が
生
成
し
て
く
る
こ
と
は
明
ら

か
な
の
で
、
こ
の
口
縁
部
形
態
の
差
異
は
a
種
↓
b
種
・
c
種
と
い
う
時
間
的
前
後
関
係
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
b
1
種
口
・

　
歯
髄
文
土
器
が
口
縁
部
を
強
調
す
る
こ
と
に
一
つ
の
巡
警
を
有
す
る
土
器
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
福
田

K
2
式
か
ら
縁
腰
文
土
器
へ
の
型
式
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
ま
ず
福
田
K
2
式
の
有
文
深
鉢
A
、
有
文

鉢
A
の
口
縁
部
の
形
態
と
文
様
帯
に
着
目
七
て
細
分
を
試
み
て
み
よ
う
。
口
縁
部
の
形
状
は
次
の
三
種
に
大
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
図
2
）
。

　
a
種
　
口
唇
部
が
や
や
肥
厚
し
、
通
常
三
本
の
陰
線
と
縄
文
で
構
成
さ
れ
る
口
縁
部
文
様
帯
は
口
唇
下
の
位

　
　
　
　
置
を
占
め
る
も
の
。

　
b
種
　
口
縁
上
颪
施
文
型
で
あ
り
、
口
唇
の
内
側
に
粘
土
を
貼
付
け
て
口
縁
端
部
を
丸
み
を
も
た
せ
て
内
外

　
　
　
　
に
肥
厚
さ
せ
、
口
縁
部
文
様
帯
を
構
成
す
る
沈
線
の
一
部
が
口
唇
上
を
め
ぐ
り
、
口
唇
下
に
一
～
三

　
　
　
　
条
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
。
鐵
特
上
を
め
ぐ
る
沈
線
が
一
本
の
も
の
を
b
、
1
種
、
複
数
本
の
も

　
　
　
　
の
を
b
2
種
と
し
よ
う
。
b
1
種
で
は
口
唇
上
と
口
唇
下
の
沈
線
間
に
縄
文
を
施
す
の
が
通
有
で
あ

　
　
　
　
り
、
b
2
種
で
は
口
唇
上
の
沈
黒
間
に
縄
文
を
施
す
例
が
多
い
。
類
例
は
少
な
い
が
刻
み
を
加
え
た
5

　
　
　
　
り
、
縄
文
を
施
さ
な
い
等
の
変
異
が
あ
る
。
、

　
　
　
上
方
へ
焚
く
字
形
に
口
縁
部
を
拡
張
し
、
二
～
四
条
の
沈
線
を
口
唇
上
へ
施
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄
文
帯
を
形
成
す
る
例
が
多
く
、
通
常
、
口
唇
下
に
も
二
、
三
条
の
沈
線
で
構
成
さ

　
　
　
c
種
の
場
合
に
も
刻
み
を
端
部
に
施
し
た
り
、
縄
文
施
文
の
位
置
等
で
い
く
つ
か
の
変
異
が
み
ら
れ
る
。
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縁
と
b
2
種
口
縁
の
関
係
に
つ
い
て
は
口
唇
部
文
様
帯
の
発
達
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
b
1
種
目
ら
b
2
種
へ
と
い
う
時
間
的
変
遷
が
想

定
さ
れ
な
く
も
な
い
が
、
い
ず
れ
も
成
立
全
縁
帯
文
土
器
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
か
ら
年
代
的
に
並
立
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
c
風
口
縁
を
も

つ
軽
種
は
鉢
A
と
い
う
特
定
の
形
態
の
器
種
に
多
く
、
b
種
に
併
諾
す
る
器
種
間
で
の
差
異
と
し
て
理
解
し
た
い
。
b
種
、
c
種
と
も
口
唇
の

沈
降
間
に
は
縄
文
を
施
す
こ
と
が
一
般
的
だ
が
縄
文
施
文
墨
な
い
し
縄
文
を
施
さ
ず
、
口
唇
外
側
端
部
あ
る
い
は
内
側
の
端
部
な
い
し
両
端
部

に
刻
み
を
施
す
例
も
少
数
例
な
が
ら
存
在
す
る
。
口
唇
外
側
端
部
へ
の
刻
み
は
後
続
す
る
成
立
期
縁
悪
文
土
器
で
多
用
さ
れ
る
要
素
で
あ
る
。

a
種
～
c
種
口
早
と
も
波
状
の
形
態
を
と
る
も
の
は
中
津
式
と
比
較
し
て
少
な
く
な
り
、
平
縁
で
部
分
的
に
突
起
を
有
す
る
も
の
が
多
く
な
る
。

突
起
の
形
状
は
平
縁
化
に
と
も
な
っ
て
波
頂
部
が
突
起
状
に
作
り
出
さ
れ
、
中
津
式
の
波
頂
部
文
様
に
由
来
す
る
弧
状
経
線
に
よ
る
文
様
を
も

つ
も
の
が
多
い
が
、
筒
状
の
突
起
と
な
る
も
の
、
ノ
字
状
に
粘
土
紐
が
ま
き
込
み
発
達
し
た
山
形
の
突
起
に
な
る
も
の
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
成

立
期
縁
帯
文
土
器
の
灘
縁
部
突
起
の
祖
型
と
な
る
。

　
さ
て
、
口
縁
部
形
態
の
差
異
は
頸
・
胴
部
の
文
様
の
上
で
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
よ
う
か
。
福
田
K
2
式
の
文
様
は
三
本
沈
線
に
よ
る
奔

放
な
曲
線
文
様
と
し
て
描
か
れ
、
文
様
意
匠
が
規
則
的
に
繰
り
返
し
表
現
さ
れ
る
と
い
う
縄
文
土
器
の
文
様
表
現
に
一
般
的
な
講
論
を
取
ら
な

い
こ
と
に
大
き
な
特
徴
を
有
す
る
。
こ
う
し
た
文
様
構
成
は
後
期
初
頭
、
中
津
式
の
文
様
構
成
の
崩
壊
に
と
も
な
う
、
中
津
式
文
様
の
変
形
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
中
津
1
・
2
式
の
文
様
構
成
は
頸
・
胴
部
の
境
界
お
よ
び
胴
下
半
部
に
横
帯
区
画
の
性
格
を
有
す
る
縄
文
帯
を
め

ぐ
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
面
的
な
文
様
構
成
を
保
持
し
て
い
る
。
福
田
K
2
式
の
文
様
は
こ
の
横
帯
区
画
に
上
下
方
向
に
向
か
う
縄
文
帯
が
結
合

し
上
下
方
向
の
文
様
意
識
が
強
く
な
っ
た
「
中
津
皿
式
」
の
文
様
構
成
を
へ
て
、
平
帯
区
画
が
出
面
を
一
周
せ
ず
に
途
中
で
切
れ
上
下
の
縄
文

帯
に
接
続
し
て
折
れ
曲
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
く
る
と
理
解
で
き
る
。
a
種
口
供
を
も
つ
例
で
は
横
距
区
画
の
伝
統
（
横
位
方
向
の
縄
文

帯
）
が
な
お
残
存
し
、
面
的
構
成
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
（
図
1
－
2
・
3
）
の
に
対
し
、
b
種
、
c
開
口
縁
を
も
つ
例
で
は
曲
線

的
な
縄
文
帯
が
頸
・
胴
部
全
面
に
わ
た
っ
て
不
規
則
に
展
開
し
（
図
1
1
5
）
、
文
様
意
匠
を
抽
毘
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
う

る
で
あ
ろ
う
。
a
種
と
b
種
・
c
種
の
差
異
は
頸
・
胴
部
の
文
様
の
上
か
ら
も
型
式
学
的
前
後
関
係
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
a
種
男
縁
を
も
つ
土
器
を
福
田
K
2
式
（
古
段
階
）
、
b
種
お
よ
び
。
種
口
縁
を
も
つ
土
器
を
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）

と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
、
　
　
⑬

　
従
来
、
福
田
K
2
式
の
細
分
に
つ
い
て
は
柳
沢
清
一
氏
や
泉
南
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
柳
沢
氏
は
口
縁
部
や
胴
部
の
文
様
か
ら
福
田
K
2
式

を
4
段
階
に
細
別
し
て
い
る
が
、
文
様
の
解
釈
に
は
納
得
し
が
た
い
部
分
も
多
く
、
口
縁
部
に
つ
い
て
も
筆
者
の
分
類
に
よ
る
b
種
と
。
種
を

年
代
差
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
で
筆
者
の
変
遷
観
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
泉
氏
は
大
阪
府
四
ッ
池
F
地
点
で
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
た
口
唇
部
の
沈
線
外
側
に
刻
み
を
有
す
る
土
器
を
福
田
K
2
式
の
新
し
い
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
「
四
ッ
池
型
」
ハ
「
四
ッ
蔭
言
」
と
呼

ん
だ
。
そ
し
て
、
近
年
、
玉
田
茂
と
と
も
に
福
田
K
2
式
の
範
疇
か
ら
は
ず
し
、
福
田
K
2
式
と
縁
帯
文
土
器
を
つ
な
ぐ
型
式
と
し
て
「
四
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
⑭

池
元
」
を
新
た
に
提
唱
し
て
い
る
。
こ
の
「
四
ッ
池
式
」
を
い
か
に
理
解
す
る
か
が
福
田
K
2
式
か
ら
縁
帯
文
土
器
へ
の
変
遷
を
考
え
る
上
で

鍵
と
な
る
と
考
え
る
の
で
、
次
に
「
四
ツ
旧
式
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

3

「
四
ツ
旧
式
」
の
再
検
討
ど
広
瀬
三
三
4
0
段
階
の
設
定
、

　
泉
・
玉
照
面
起
は
「
四
ッ
池
式
」
を
再
定
義
す
る
過
程
で
、
標
識
と
な
っ
た
資
料
以
外
に
他
遺
跡
の
関
連
資
料
を
用
い
て
そ
の
文
様
構
成
等

に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
見
解
は
種
々
の
有
益
な
内
容
を
含
む
が
ま
ず
「
四
ツ
旧
式
」
設
定
の
契
機
と
な
っ
た
標
識
遺
跡
（
弐
阪
府
四
ツ
池

　
　
　
　
　
　
　
⑮

F
地
点
）
出
土
の
土
器
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
図
3
に
示
し
た
資
料
が
設
定
の
根
拠
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
福
田
K
2
式
に
特
徴
的
な
三
条
沈
線
に
よ
る
沈
線
帯
鋼
も
ち
な
が
ら
も
福
田

K
2
式
に
は
類
別
の
少
な
い
口
唇
外
側
端
部
に
刻
み
が
施
さ
れ
て
い
る
土
器
が
福
田
K
2
式
の
新
し
い
様
相
を
示
す
も
の
と
し
て
、
ま
ず
最
初

に
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
土
器
を
瞥
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
筆
者
の
目
縁
分
類
に
よ
る
b
種
目
縁
を
も
つ
も
の
（
－
・
2
）
の
ほ
か
に
b
種
王
命
同
様
、
口

唇
部
が
肥
厚
し
口
唇
上
に
一
、
二
本
の
沈
線
を
め
ぐ
ら
し
な
が
ら
も
口
唇
下
の
横
走
沈
線
が
消
失
し
て
い
る
例
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
隣
縁
部
の
形
状
を
有
す
る
も
の
を
d
種
口
縁
と
し
、
口
唇
上
を
め
ぐ

る
沈
黒
が
1
本
の
も
の
を
d
1
種
、
複
数
本
の
も
の
を
d
2
種
と
し
て
お
こ
う
。

d
種
随
縁
は
b
種
口
縁
の
口
唇
下
の
沈
線
を
省
略
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す

る
と
考
え
ら
れ
、
b
1
種
↓
d
1
種
、
b
2
種
↓
d
2
種
と
い
う
型
式
学
的
変

遷
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
型
式
学
的
変
化
は
頸
・
胴
部
の
文
様
構
成
の
上

で
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
a
種
～
c
種
口
縁
を
も
つ
土
器
で
は
頸
部
の
強

く
く
び
れ
る
深
鉢
で
あ
っ
て
も
文
様
は
頸
部
と
胴
部
で
分
帯
の
傾
向
を
示
し
な

が
ら
も
一
体
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
四
ツ
池
F
地

点
の
d
種
男
縁
を
も
つ
頸
部
の
く
び
れ
る
深
鉢
は
頸
部
の
無
文
化
、
頸
・
胴
部

の
分
帯
の
傾
向
が
一
層
す
す
ん
で
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
再
三
述
べ
て

い
る
よ
う
に
福
田
K
2
式
は
近
畿
に
も
分
布
し
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
差
異

は
地
域
的
差
異
で
は
な
く
時
聞
的
差
異
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
口
縁
外
側
端
部
へ
の
刻
み
と

い
う
要
素
に
着
目
し
て
当
初
設
定
さ
れ
た
「
四
ッ
池
式
」
は
b
種
口
熱
を
も
つ

福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
と
d
種
口
縁
を
有
す
る
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
に
後
続

す
る
段
階
の
二
段
階
の
資
料
を
含
ん
で
い
る
と
考
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
泉
・
玉
田
両
属
は
「
四
ッ
池
式
」
を
再
定
義
す
る
過
程
で
四
ッ
池
F
地
点
の

土
器
を
一
括
資
料
と
考
え
、
図
3
1
1
を
「
四
ツ
池
式
」
を
代
表
す
る
土
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

一
つ
と
し
て
例
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
が
検
討
し
た
結
果
で
は
四
ッ
池
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縁帯文系土器群の成立と展朗（千葉）

F
地
点
の
土
器
は
福
田
K
2
式
に
後
続
す
る
土
器
を
主
体
に
し
な
が
ら
も
福
田
K
2
式
も
含
み
、
例
示
資
料
は
口
縁
部
の
形
状
、
頸
・
胴
部
の

文
様
構
成
か
ら
判
断
し
て
、
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
に
属
す
る
と
理
解
す
る
。
筆
者
が
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
に
後
続
す
る
段
階
を
「
四
ツ
池

式
」
と
呼
称
せ
ず
、
広
瀬
土
墳
4
0
段
階
を
設
定
す
る
の
は
以
上
の
理
由
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
図
4
1
1
～
4
は
奈
良
県
広
瀬
遺
跡
の
土
籏
4
0
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
あ
る
。
図
示
資
料
以
外
に
も
若
干
の
中
期
末
を
含
む
、
多
く
の
土
器

が
本
土
墳
か
ら
は
出
土
し
て
い
る
が
前
後
す
る
時
期
の
も
の
は
存
在
せ
ず
、
一
括
性
の
高
い
資
料
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
口
唇
部
の
沈
線

外
側
端
部
に
刻
み
を
有
す
る
土
器
（
2
）
や
口
唇
上
に
太
い
全
線
を
有
す
る
土
器
（
－
）
は
四
ッ
池
F
地
点
の
d
1
種
口
縁
を
も
つ
土
器
と
同
一
様

相
を
示
す
。
ま
た
、
d
2
種
を
も
つ
土
器
（
外
側
端
部
へ
刻
み
を
有
す
る
も
の
や
沈
線
闘
に
縄
文
を
施
す
も
の
が
あ
る
）
も
共
覚
し
て
い
る
。
b
種
、
c

種
口
縁
を
も
つ
土
器
を
伴
わ
な
い
点
と
頸
・
胴
部
を
区
画
す
る
二
線
が
成
立
し
、
頸
部
無
文
帯
が
確
立
し
て
い
る
土
器
の
存
在
は
福
田
K
2
式

（
新
段
階
）
よ
り
も
新
し
い
段
階
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
文
様
論
的
に
は
一
の
胴
部
文
様
は
三
本
車
線
に
よ
る
直
線
的
な
文
様
と
し
て
描
か
れ
、

福
田
K
2
式
の
曲
線
的
文
様
か
ら
の
変
化
で
全
国
で
き
、
2
の
多
重
雛
型
文
は
福
田
K
2
式
の
文
様
か
ら
は
辿
れ
な
い
新
出
の
要
素
で
あ
る
。

そ
し
て
、
頸
・
胴
部
の
文
様
帯
の
分
化
、
口
縁
部
の
肥
厚
・
拡
張
、
口
唇
部
の
主
要
文
様
と
し
て
の
対
向
連
繋
文
と
い
っ
た
要
素
は
第
一
期
南

帯
文
土
器
と
さ
れ
て
き
た
北
白
川
上
層
式
1
期
の
構
成
要
素
に
類
似
す
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
北
白
川
上
層
式
1
期
で
は
d
鳶
口
縁
は
少

量
と
な
り
、
e
野
口
縁
が
主
体
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
文
様
構
成
に
型
式
学
的
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
伴
出
し
た
関
東
系
土
器
の

比
較
か
ら
考
え
て
、
北
白
川
上
層
式
1
期
に
先
行
す
る
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
福
田
K
2
式
（
新
段
階
）
と
北
白
川

上
層
式
1
期
の
間
を
つ
な
ぐ
段
階
と
し
て
広
瀬
土
搬
4
0
出
土
土
器
や
四
ツ
池
F
地
点
の
福
田
K
2
式
を
除
い
た
資
料
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
段
階
の
時
間
的
独
立
性
は
広
瀬
土
駿
4
0
呂
土
の
一
括
資
料
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
広
瀬
土
器
4
0
段
階

と
仮
称
し
、
次
に
、
本
段
階
の
地
域
的
様
相
を
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。

i13 （935）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
近
畿
・
申
部
瀬
芦
内
・
山
陰
地
域
に
お
け
る
縁
帯
文
土
器
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
ま
ず
、
近
畿
の
様
相
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
ほ
ぼ
近
畿
全
域
で
資
料
が
認
め
ら
れ
る
（
図
4
）
。

　
器
種
構
成
を
伺
う
に
た
る
資
料
は
や
は
り
広
瀬
土
壌
4
0
の
資
料
で
あ
る
。
既
に
ふ
れ
た
深
鉢
A
の
ほ
か
に
頸
部
が
や
や
く
び
れ
、
地
文
と
し

て
頸
胴
部
全
面
に
条
線
文
を
施
し
た
深
鉢
（
4
）
、
巻
貝
調
整
の
無
文
深
鉢
、
後
述
す
る
関
東
系
深
鉢
（
3
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
画
線
地
深

鉢
は
、
三
重
県
中
戸
の
住
居
跡
S
8
2
5
、
土
壌
S
K
2
6
か
ら
も
有
文
土
器
と
と
も
に
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
安
定
し
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
近
畿
で
は
条
線
地
続
鉢
は
後
期
初
頭
の
中
津
式
に
と
も
な
う
が
福
田
K
2
式
期
で
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
で
あ
る
滋
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

県
仏
性
寺
で
伴
出
し
て
お
ら
ず
、
器
種
を
構
成
し
て
い
な
い
と
推
測
す
る
。
一
方
、
関
東
で
は
後
期
初
頭
の
称
名
寺
式
、
前
半
の
堀
之
内
式
と

条
線
地
深
鉢
が
安
定
的
に
器
種
を
構
成
し
て
い
る
。
広
瀬
土
壌
4
0
で
は
関
東
系
土
器
の
流
入
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
段
階
の
条
線
地
深
藍
は

関
東
系
土
器
の
流
入
に
と
も
な
っ
て
、
新
た
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い
。
資
料
状
況
か
ら
判
断
し
て
近
畿
中
央
部
で
も
東
半
の
地
域
で
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
海
沿
岸
部
で
あ
る
近
畿
北
部
で
は
基
本
的
な
器
種
組
成
か
ら
欠
落
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
有
文
深
鉢
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
深
鉢
A
の
口
縁
部
形
態
で
は
、
d
1
種
や
d
2
種
以
外
に
い
く
つ
か
の
変
異
が
み
ら
れ
る
。
9

は
口
縁
下
の
横
走
沈
石
が
残
存
し
て
お
り
、
b
1
種
目
類
似
す
る
が
b
種
と
比
較
し
て
、
外
側
端
部
の
張
り
が
弱
い
こ
と
か
ら
b
種
と
は
明
瞭

に
区
別
で
き
、
横
走
沈
線
は
残
存
的
形
態
と
理
解
し
う
る
。
こ
れ
を
b
3
種
と
し
て
お
く
。
1
2
は
口
唇
上
の
沈
線
が
省
略
さ
れ
た
刻
み
の
み
の

も
の
で
類
例
は
少
な
い
。
d
3
種
と
す
る
。
ま
た
8
・
1
3
・
1
4
は
口
縁
部
が
上
方
へ
立
ち
上
が
り
。
種
口
縁
に
類
似
す
る
。
し
か
し
、
と
も
に

口
縁
下
の
横
走
沈
線
は
省
略
さ
れ
、
頸
部
の
接
合
の
仕
方
も
異
な
る
。
こ
れ
を
。
2
種
口
縁
と
し
、
前
者
を
c
1
種
と
し
て
区
別
す
る
。
口
縁

部
の
形
状
を
み
る
限
り
、
c
1
種
か
ら
の
系
譜
で
捉
え
ら
れ
よ
う
が
、
c
1
種
口
前
を
も
つ
土
器
は
鉢
A
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
の
で
亜
種
を
越

え
た
影
響
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
d
鳶
口
縁
に
類
似
す
る
が
、
口
縁
が
短
く
外
反
気
味
に
内
心
し
一
、
二
条
の
沈
線
を

め
ぐ
ら
す
も
の
が
あ
る
。
広
瀬
（
3
）
、
和
歌
山
県
亀
川
に
全
体
の
様
相
を
捉
え
ら
れ
る
資
料
が
あ
り
、
口
縁
部
形
態
、
体
部
文
様
と
も
堀
之
内
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縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

1
式
そ
の
も
の
で
あ
り
、
関
東
系
有
文
深
鉢
と
規
定
し
た
い
。
次
に
、
筒
状
突
起
、
山
形
突
起
お
よ
び
令
状
把
手
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
い
ず
れ
も
福
田
K
2
式
に
そ
の
祖
型
が
認
め
ら
海
る
。
橋
状
把
手
は
搬
入
品
と
み
ら
れ
る
京
都
府
下
海
印
寺
例
（
1
3
）
を
除
け
ば
、
近
畿
北
部

か
ら
大
阪
湾
沿
岸
部
に
分
布
す
る
。
山
陰
で
類
例
が
多
く
、
分
布
が
西
に
偏
る
。

　
次
に
頸
胴
部
の
文
様
構
成
を
み
て
み
よ
う
。
頸
胴
部
の
境
に
界
線
を
持
ち
、
頸
部
を
無
文
帯
と
す
る
も
の
が
多
い
が
頸
部
の
く
び
れ
の
弱
い

類
で
は
頸
胴
部
で
文
様
帯
は
区
別
さ
れ
な
い
。

　
文
様
は
大
き
く
三
軍
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
福
田
K
2
式
か
ら
の
変
化
で
考
え
ら
れ
る
も
の
（
a
類
）
、
関
東
系
土
器
の
文
様
を
取
り

込
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
b
類
、
c
類
）
で
あ
る
。
a
類
は
変
化
の
方
向
に
つ
い
て
数
種
類
の
系
統
が
存
在
し
、
基
本
的
に
三
細
分
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
a
1
類
は
曲
線
文
様
の
直
線
化
・
簡
略
化
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
（
図
4
1
！
・
7
・
8
・
1
0
）
、
a
2
類
は
縦
方
向
の
文
様

構
成
を
基
本
に
し
て
三
線
末
端
の
入
り
組
み
が
多
用
さ
れ
る
も
の
（
9
・
1
3
・
1
4
）
、
　
a
3
類
は
や
や
感
覚
的
表
現
に
な
る
が
曲
線
文
様
を
そ
の

ま
ま
粗
雑
に
し
て
継
承
し
て
い
る
も
の
（
1
2
）
で
あ
る
。
b
類
は
多
重
半
円
文
（
2
）
で
あ
る
。
多
重
半
円
文
は
福
田
K
2
式
の
文
様
に
系
譜
を
求

め
る
こ
と
が
困
難
で
他
地
域
に
系
譜
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
堀
之
内
1
式
の
胴
部
文
様
と
の
類
似
が
問
題
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
。
類
（
6
・
1
1
）

に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
、
頸
部
の
く
び
れ
の
弱
い
類
で
は
頸
胴
部
で
文
様
が
一
体
化
し
て
描
か
れ
、
文
様
は
関
東
系
言
挙
（
3
）
に
類
似
す
る
。

頸
胴
部
の
文
様
分
化
の
一
般
化
に
と
も
な
っ
て
後
続
型
式
で
は
。
類
文
様
は
廃
れ
る
が
、
b
類
文
様
は
文
様
の
複
雑
化
を
と
も
な
っ
て
多
用
さ

れ
る
。

　
以
上
の
特
徴
の
う
ち
、
近
畿
北
部
（
日
本
海
沿
岸
部
）
の
兵
庫
県
小
森
岡
で
は
a
2
類
文
様
、
無
業
把
手
が
多
い
と
い
う
事
実
が
指
摘
で
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

他
の
要
素
か
ら
も
山
陰
東
部
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
伺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
⑳

　
中
部
瀬
戸
内
に
移
ろ
う
（
図
5
上
半
）
。
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
岡
山
県
岡
山
大
学
学
学
生
寮
予
定
地
、
広
島
県
洗
谷
、
芋
平
で
出
土
し

て
い
る
。
有
文
深
鉢
A
、
無
文
深
鉢
、
無
文
鉢
が
み
と
め
ら
れ
る
。
融
解
A
の
口
縁
は
d
1
種
（
1
・
4
・
7
～
1
0
）
、
c
2
種
（
2
・
3
）
以
外
に

口
重
の
内
側
を
肥
厚
さ
せ
内
縁
に
刻
み
を
多
用
さ
せ
た
文
様
を
も
つ
目
縁
内
面
施
文
型
（
5
・
6
）
が
臼
だ
つ
。
こ
れ
を
e
種
口
縁
と
し
よ
う
。
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縁帯文系土墨群の成立と展開（千葉）

e
種
p
縁
は
、
瀬
戸
内
に
多
い
形
態
で
あ
る
。
頸
部
は
無
文
帯
に
な
る
例
が
多
い
が
、
突
起
下
の
み
帯
状
（
4
）
、
梯
子
状
（
7
・
）
の
文
様
を
も
つ

も
の
も
あ
る
。
文
様
は
a
1
類
（
－
・
9
・
1
0
）
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
⑱
　
　
　
⑳
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
次
に
山
陰
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
（
図
5
下
半
）
。
鳥
取
県
島
、
布
勢
、
森
藤
、
栗
谷
、
島
根
県
孫
橋
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
森
藤
で
は
第
一
号
住
居
跡
か
ら
有
文
走
査
A
と
無
文
深
鉢
・
浅
鉢
が
一
括
し
て
出
土
し
て
い
る
。

　
深
鉢
A
で
は
、
口
縁
部
形
態
の
形
状
は
上
面
施
文
型
（
d
1
～
3
種
一
1
3
）
、
外
面
施
文
型
（
C
2
種
…
U
．
1
2
．
1
4
～
1
8
）
が
み
ら
れ
る
が
、
斜
め

上
方
に
立
ち
上
が
る
上
面
施
文
と
外
面
施
文
の
中
間
的
な
も
の
が
多
い
。
文
様
構
成
は
頸
部
を
無
文
帯
と
す
る
例
が
多
い
が
、
頸
部
の
く
び
れ

の
弱
い
も
の
で
は
頸
胴
部
の
文
様
帯
が
分
離
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
文
様
は
a
2
類
（
1
6
・
1
7
）
、
a
3
類
（
1
3
）
の
福
田
K
2
式
系
の
文
様
が
確

認
し
う
る
。
こ
の
う
ち
a
2
類
が
量
的
に
多
く
、
縄
文
を
充
填
す
る
例
が
多
い
の
も
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
橋
状
把
手
を
有
す
る
例
（
！
5
～
1
8
）
が
多
い
こ
と
が
山
陰
の
特
微
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。
橋
状
把
手
は
把
手
部
上
端
の
位
置
で
1
二

一
橋
部
上
端
が
口
縁
外
側
端
部
に
接
合
す
る
も
の
、
2
種
－
橋
部
上
端
が
工
廠
直
下
の
位
置
に
く
る
も
の
、
3
種
－
面
部
上
端
が
頸
部
中
央
や

や
下
の
位
置
に
く
る
も
の
に
細
分
で
き
る
。
突
起
上
を
加
翻
す
る
例
は
何
れ
も
3
類
に
属
す
る
。
近
畿
で
出
土
し
た
例
の
う
ち
、
近
畿
南
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

下
面
印
面
例
（
図
4
1
1
3
）
は
頸
部
に
「
細
密
条
痕
」
を
有
す
る
。
「
密
密
条
痕
」
は
縄
文
中
期
以
降
、
山
陰
東
部
、
近
畿
北
部
に
特
有
の
山
面
調

整
技
法
で
あ
り
、
下
海
印
寺
例
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
出
自
を
求
め
ら
れ
、
類
例
数
か
ら
判
断
し
て
も
、
橋
状
把
手
は
山
陰
東
部
、
近
畿
北
部
に

特
急
的
な
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
橋
状
把
手
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
福
田
K
2
式
に
少
量
み
ら
れ
る
橋
状
把
手
に
出
自
を
求
め
て
お

き
た
い
。

　
こ
う
し
た
様
相
を
有
す
る
山
陰
の
土
器
に
関
し
て
、
近
年
、
久
保
穣
二
朗
氏
は
「
福
田
K
I
式
と
縁
帯
心
土
器
の
中
間
的
な
土
器
群
」
と
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

え
、
布
勢
式
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
今
後
、
播
種
組
成
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
必
要
で
は
あ
る
が
広
瀬
土
台
4
0
段
階
の
山
陰
型
と

し
て
布
勢
式
を
設
定
す
る
こ
と
は
首
肯
し
え
よ
う
。

　
以
上
、
近
畿
・
中
部
瀬
芦
内
・
山
陰
地
域
の
広
瀬
土
墳
4
0
段
階
の
様
相
を
検
討
し
た
。
有
文
胴
鉢
に
つ
い
て
い
え
ば
、
同
一
の
特
徴
を
共
有
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し
て
お
り
、
類
似
し
た
土
器
様
相
を
示
す
こ
と
が
理
解
し
え
よ
う
。
ま
た
、
詳
細
に
み
る
と
各
々
の
地
域
で
地
域
色
が
指
摘
し
う
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
c
2
種
口
耳
が
比
較
的
多
く
a
2
類
文
様
が
優
勢
で
橋
状
把
手
が
特
徴
的
な
山
陰
、
e
七
口
縁
が
特
徴
的
で
a
1

類
文
様
が
優
勢
な
中
部
瀬
戸
内
が
指
摘
で
き
、
両
地
域
と
も
b
類
、
c
類
文
様
と
い
う
関
策
系
要
素
や
関
東
系
深
層
が
み
ら
れ
な
い
の
は
重
要

で
あ
ろ
う
。
一
方
、
近
畿
で
は
近
畿
北
部
を
除
く
と
口
縁
部
の
形
状
や
頸
胴
部
の
文
様
に
多
様
性
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
関
東
十
七
鉢
が
近

畿
南
部
に
は
流
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
畿
北
部
は
山
陰
東
部
と
の
共
通
性
が
強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
胴
部
文
様
に
お
け
る
施
文
順
序
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
福
田
K
2
式
の
胴
部
文
様
は
三
条
一
組
の
沈
墨
東
で
文
様
を
描
い
た
後

に
、
導
線
間
に
縄
文
を
施
す
と
い
う
充
填
縄
文
の
手
法
を
と
る
。
縄
文
を
施
さ
な
い
場
合
も
あ
る
が
縄
文
を
施
す
場
合
は
す
べ
て
こ
の
手
法
に

よ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
広
瀬
土
墳
⑳
段
隈
で
は
福
田
K
2
式
の
伝
統
を
ひ
く
充
填
縄
文
以
外
に
縄
文
を
施
さ
な
い
例
が
多
く
な
り
、
縄
文
施
文

部
と
無
文
部
の
逆
転
が
み
ら
れ
る
例
（
図
4
…
6
）
や
地
文
に
縄
文
を
施
し
て
か
ら
沈
線
を
描
く
と
い
う
明
ら
か
に
福
田
K
2
式
の
腰
文
手
法
の

規
格
か
ら
逸
脱
し
た
例
（
図
4
－
7
・
8
）
も
出
現
す
る
。
こ
う
し
た
現
象
の
背
景
に
は
や
は
り
東
日
本
の
影
響
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
広

瀬
土
墳
4
0
で
共
罪
し
た
関
東
系
深
甚
（
図
4
1
3
）
は
地
文
に
縄
文
を
施
し
て
か
ら
沈
線
で
文
様
を
描
い
て
お
り
、
施
文
順
序
・
施
文
部
位
の
転

換
が
こ
う
し
た
土
器
の
流
入
で
惹
起
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
す
れ
ぱ
、
広
瀬
土
墳
4
0
段
階
に
属
す
る
近
畿
・
中
部
瀬
戸
内
・
山
陰
の
土
器
群
は
近
畿
ま
で
直
接
的
流
入
が
認
め
ら

れ
る
関
東
系
有
文
深
鉢
の
影
響
が
型
式
変
化
の
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
り
、
福
田
K
2
式
の
伝
統
を
近
畿
・
中
部
瀬
戸
内
・
山
陰
と
い
う
地
域
的

な
主
体
性
を
保
ち
な
が
ら
継
承
、
変
化
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
質
種
組
成
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
う
る
資
料
が
少
な
い
が
本
段
階
で
鉢
A
が
姿
を
消
す
。
ま
た
、
近
畿
南
部
で
は
条
線
地
深
鉢
が
器
種
を
構

成
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
が
既
述
し
た
よ
う
に
関
東
系
土
器
の
影
響
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
正
し
け
れ
ば
影

響
の
強
さ
を
物
語
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
縁
帯
文
系
土
器
群
分
布
の
東
縁
に
位
置
す
る
東
海
西

部
の
状
況
が
次
に
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
章
の
最
後
に
、
東
海
西
部
の
状
況
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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5

東
海
西
部
に
お
け
る
縁
帯
文

土
器
の
成
立
（
図
6
）

　
ま
ず
、
縁
三
文
土
器
の
成
立
に
か
か
わ
っ
て
福
田
K

2
式
期
の
状
況
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
の
問
題
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
な
お
資
料
が
不
足
し
て
い
る
が
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

勢
湾
沿
岸
部
の
三
重
県
金
剛
坂
（
1
・
2
）
、
愛
知
県
林

　
⑬ノ

峰
（
3
～
5
）
に
は
断
片
的
な
が
ら
福
田
K
2
式
が
認

め
ら
れ
る
の
で
東
海
西
部
西
半
ま
で
は
福
田
K
2
式
の

分
布
域
と
予
測
し
う
る
。
こ
れ
に
対
し
、
東
海
西
部
東

　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
⑯

半
で
は
蜆
塚
（
8
）
、
西
貝
塚
（
6
・
7
）
で
称
名
寺
2
式

が
認
め
ら
れ
、
東
海
西
部
で
も
東
半
の
地
域
に
は
称
名

寺
2
式
が
進
出
し
て
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。
福
田
K

2
式
と
称
名
寺
2
式
の
同
時
性
は
、
型
式
学
的
比
較
に

よ
る
指
摘
が
あ
る
が
、
近
畿
の
広
瀬
土
濃
4
0
段
階
に
伴

出
し
た
関
東
系
土
器
が
堀
の
内
1
式
（
古
）
・
（
中
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
推
定
し
う
る
。
こ
の
よ
う
に
東
海
西
部

は
西
半
は
福
照
K
2
式
、
東
半
は
称
名
寺
2
式
が
進
出

し
て
い
て
東
西
土
器
圏
の
境
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思

東海西部東半

島麟画論
東海三音【玉西半

饗響懸藩，

瓦灘瓢
　
　
ヨ

轟
麟轟

　
　
■

欝熟

＼薪雑
難轟熱一

山・ξ無
　　嘲■　　r　T　　　 F　

陶♂・：・・f

　
【
㌧
’
宮

護
国
．

福
田
K
2
式
期

縁
帯
文
土
器
成
立
期

　　　　図6　東海西部における縁陽文土器の成立縮尺：復元図1／10，断面図1／6
（1・2三重県金剛坂，3～5愛知県林ノ峰，6・7・13・14静岡県西貝塚，8静岡県蜆塚，

9・10愛知県咲畑，11・12愛知県朝日）
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⑰
　
　
　
鐙
　
　
　
魯

わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
か
ら
広
瀬
土
墳
4
0
段
階
の
土
器
が
成
立
す
る
。
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
少
な
い
が
愛
知
県
林
ノ
峰
、
朝
日
、
咲
畑
、

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
⑪
　
　
　
⑫
．

静
岡
県
半
場
、
西
貝
塚
、
石
原
で
有
文
深
鉢
A
（
9
・
1
1
・
1
2
・
1
4
）
お
よ
び
関
東
系
深
鉢
（
1
0
・
1
3
）
が
み
ら
れ
る
。
置
字
A
の
口
縁
部
形
態
で
は

上
面
施
文
型
（
d
ユ
種
、
d
2
種
）
、
外
面
施
文
型
（
δ
種
）
が
認
め
ら
れ
、
文
様
で
は
a
1
種
、
c
種
が
あ
る
。
土
器
の
様
相
は
近
畿
南
部
と
類
似

し
、
関
東
系
土
器
の
近
畿
ま
で
の
流
入
を
契
機
に
、
福
田
K
2
式
の
型
式
変
化
よ
り
成
立
し
た
土
器
群
が
逆
に
称
名
寺
2
式
の
土
器
圏
に
含
ま

れ
て
い
た
東
海
西
部
東
半
に
ま
で
分
布
圏
を
拡
大
し
、
類
似
相
を
出
現
さ
せ
た
と
想
定
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
東
海
西
部
か
ら
瀬
戸
内
、
山
陰
の
西
日
本
に
成
立
し
た
広
瀬
土
鑛
4
0
段
階
の
類
似
相
は
、
共
通
の
基
盤
で
あ

っ
た
簿
記
K
2
式
に
由
来
す
る
伝
統
と
関
菓
系
土
器
の
流
入
と
い
う
外
来
の
影
響
の
混
交
の
中
か
ら
生
じ
て
き
た
と
理
解
し
う
る
。
そ
し
て
、

広
瀬
土
城
4
0
段
階
は
福
田
K
2
式
と
後
述
す
る
従
来
の
縁
帯
文
土
器
1
期
と
の
両
者
の
中
立
的
様
相
を
示
す
が
、
器
種
構
成
の
変
化
、
東
日
本

の
土
器
と
の
交
流
の
開
始
等
、
型
式
変
化
は
大
き
く
、
後
続
す
る
系
統
の
起
点
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
よ
り
実
態
に
即
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
よ
っ
て
、
広
瀬
土
城
4
0
段
階
の
成
立
を
以
て
細
帯
文
土
器
の
成
立
と
規
定
し
、
本
段
階
を
縁
撰
文
土
器
成
立
期
と
規
定
し
え
る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。

①
　
鎌
木
難
百
臼
．
木
村
幹
夫
「
各
地
域
の
縄
文
式
土
器
－
中
園
一
」
（
『
黒
本
考

　
古
学
講
座
』
三
、
　
一
九
五
六
年
）
、
目
木
義
昌
・
高
橋
護
「
縄
文
文
化
の
発
農
と

　
地
域
性
一
瀬
戸
内
i
」
（
『
碍
本
の
考
古
学
』
H
、
一
九
六
五
年
）
。

②
　
泉
拓
良
「
後
期
の
土
器
－
近
畿
地
方
の
土
器
1
」
（
『
縄
文
文
化
の
研
究
』

　
四
、
一
九
八
一
年
）
。

③
は
じ
め
に
注
④
前
掲
文
献
。

④
　
和
歌
霞
県
下
尾
井
（
小
野
山
節
・
清
水
芳
裕
編
『
和
歌
山
県
北
山
村
下
尾
井
遺

　
跡
』
、
一
九
七
九
年
）
、
滋
賀
県
仏
性
寺
（
兼
康
保
明
・
堀
内
宏
司
「
高
島
郡
マ
キ

　
ノ
町
仏
性
寺
遣
跡
」
『
ほ
場
整
備
関
係
遺
跡
発
掘
調
査
報
皆
書
』
M
…
三
、
　
一
九

　
七
九
年
）
、
福
井
県
右
近
次
郎
（
木
下
哲
夫
ほ
か
『
右
近
次
郎
遺
跡
』
H
「
大
野
市

　
文
化
財
調
査
報
告
雷
』
第
三
冊
、
一
九
八
五
年
）
で
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
が

　
報
出
口
さ
れ
て
い
る
。

⑤
は
じ
め
に
注
⑥
前
掲
、
千
葉
文
献
。

⑥
は
じ
め
に
注
⑥
、
泉
・
玉
田
文
献
。

⑦
　
原
始
文
化
第
三
回
研
究
会
で
成
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
注
①
前
掲
、
鎌
木
・

　
木
村
文
献
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

⑧
は
じ
め
に
注
⑥
前
掲
、
泉
・
玉
田
文
献
。

⑨
中
国
・
四
国
に
限
定
す
る
見
解
と
し
て
、
泉
影
響
「
西
日
本
の
縄
文
土
器
」
（
『
世

　
界
陶
磁
全
集
賑
一
、
　
九
七
九
年
）
、
油
③
前
掲
文
献
。
近
畿
、
東
海
西
部
に
も

　
分
布
す
る
と
し
た
の
が
今
村
啓
爾
「
称
名
寺
式
土
器
の
研
究
」
（
下
）
（
『
考
古
学
雑

　
誌
』
第
六
三
巻
第
二
号
、
一
九
七
七
年
）
。
泉
氏
は
そ
の
後
、
注
⑥
前
掲
文
献
で

　
近
畿
も
福
田
K
2
式
土
器
の
分
布
圏
に
含
ま
れ
る
と
し
、
考
え
を
改
め
て
い
る
。
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⑩
注
⑤
前
掲
文
献
で
は
、
本
稿
で
b
種
、
c
種
と
し
た
も
の
を
ま
と
め
て
b
種
と

　
し
、
二
大
別
、
三
座
着
し
た
が
分
類
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
の
分
類
は
本

　
稿
で
も
っ
て
訂
正
す
る
も
の
と
し
た
い
。

⑪
は
じ
め
に
注
⑥
前
掲
、
泉
・
玉
田
文
献
。

⑫
柳
沢
清
　
「
称
名
寺
式
土
器
論
（
結
篇
）
」
（
『
古
代
』
第
六
八
号
、
一
九
八
○
年
）
。

⑬
泉
拓
良
「
縄
文
後
期
の
土
器
－
近
畿
・
中
爆
・
四
国
地
方
」
（
『
縄
文
土
器
大

　
成
』
第
三
巻
後
期
、
　
一
九
八
一
年
）
、
岡
コ
九
八
五
年
の
動
向
縄
文
時
代

　
（
西
日
本
）
」
（
『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
六
三
、
　
一
九
八
六
年
、
木
村
幾
太
郎

　
氏
と
共
同
執
筆
で
該
当
部
分
は
泉
氏
が
担
当
）
。

⑭
　
は
じ
め
に
注
⑥
前
掲
、
泉
・
玉
田
文
献
。

⑮
　
畳
叩
二
阪
和
W
国
｝
遣
内
分
仙
跡
調
＋
宜
ム
答
『
池
上
。
四
ッ
池
肋
魍
跡
』
　
一
六
・
一
七
、
　
一
九

　
七
一
年
。

⑯
　
前
掲
注
⑥
文
献
。

⑰
松
田
真
一
「
山
添
村
広
瀬
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（
『
奈
良
県
遣
跡
調
査
概
報
（
第

　
一
分
冊
）
一
九
八
一
年
度
』
、
一
九
八
三
年
）
。

⑱
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
資
料
と
し
て
、
三
重
県
中
戸
（
一
九
八
七
年
、
三
重
県
教

　
育
委
員
会
発
掘
資
料
）
、
滋
賀
県
仏
性
寺
（
注
④
前
掲
、
兼
康
・
堀
内
文
献
）
、
奈

　
良
照
布
留
（
島
田
暁
・
小
島
俊
次
「
布
留
遺
跡
」
『
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

　
調
査
抄
報
』
第
十
輯
、
一
九
五
八
年
）
、
沢
（
小
泉
俊
夫
・
岡
崎
晋
明
「
榛
原
町
沢

　
遣
跡
」
『
大
和
考
古
資
料
目
録
』
第
一
四
集
、
一
九
八
七
年
）
、
京
都
府
下
海
印
寺

　
（
渡
辺
誠
編
『
京
都
府
長
岡
京
市
下
海
印
寺
遺
跡
鰹
囲
確
認
調
査
報
衝
譜
』
『
長
岡

　
京
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
一
〇
冊
、
一
九
八
二
年
）
、
和
歌
山
県
下
罵
井
（
注

　
④
前
掲
小
野
山
・
清
水
文
献
）
、
亀
川
（
前
田
敬
彦
ほ
か
『
亀
川
遺
跡
』
V
、
　
一

　
九
八
五
年
）
、
大
阪
府
森
の
宮
（
八
木
久
栄
編
『
森
の
宮
遺
跡
第
三
次
・
四
次
発
掘

　
調
査
報
絵
書
』
、
一
九
七
八
年
）
、
西
浦
橋
（
橋
本
高
明
編
『
府
道
松
原
泉
大
津
線

　
関
連
遺
跡
発
掘
調
査
報
皆
書
』
狂
、
　
一
九
八
四
年
）
、
仏
並
（
岩
綺
二
郎
編
『
仏

　
並
遺
跡
』
『
（
財
）
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
調
査
報
告
書
』
第
五
輯
、
一
九
八
六

　
年
）
、
淡
輪
（
大
阪
府
教
育
委
員
会
『
岬
町
遺
跡
群
発
掘
調
査
概
要
…
小
島
東
遺

　
跡
・
淡
輪
遣
跡
1
』
、
一
九
七
八
年
）
、
福
井
県
右
近
次
郎
（
注
④
前
掲
木
下
文

　
献
）
、
三
室
遺
跡
（
仁
科
章
・
工
藤
俊
樹
『
三
室
遺
跡
』
H
　
『
勝
山
市
文
化
財
調

　
査
報
告
』
第
五
集
、
一
九
八
三
年
）
、
兵
庫
県
小
森
岡
（
一
九
八
七
年
、
竹
野
町

　
教
育
委
員
会
、
試
掘
調
査
資
料
）
な
ど
が
あ
り
、
近
畿
一
円
で
資
料
が
み
と
め
ら

　
れ
る
。

　
　
な
お
、
三
重
県
中
戸
、
兵
庫
県
小
森
岡
の
資
料
に
関
し
て
は
関
係
機
関
及
び
中

　
戸
に
つ
い
て
は
山
田
猛
民
、
駒
田
利
治
氏
、
仁
保
晋
作
氏
、
小
森
岡
に
つ
い
て
は

　
高
松
龍
暉
氏
の
御
厚
意
に
よ
っ
て
、
鵬
土
縄
文
土
器
の
整
理
を
担
当
す
る
機
会
を

　
筆
者
に
与
え
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
資
料
の
一
部
を
本
稿
に
使
用
す
る
こ
と
を
快

　
諾
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。
い
ず
れ
も
近
日
中
に

　
報
告
書
刊
行
の
予
定
で
あ
る
。

⑲
　
注
④
前
掲
、
兼
康
・
堀
内
文
献
。

⑳
　
注
⑱
前
掲
、
渡
辺
文
献
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
土
器
は
頸
部
に
「
細
密
条
痕
」

　
を
も
ち
、
在
地
の
土
器
と
明
確
に
異
な
る
。

⑳
　
小
森
岡
で
は
、
有
文
深
鉢
や
無
文
深
鉢
の
調
整
に
、
山
陰
東
都
の
基
本
的
調
整

　
手
法
で
あ
る
「
細
密
条
痕
」
が
多
田
川
さ
れ
る
。

＠
　
圃
山
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
『
岡
山
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究

　
年
報
』
五
、
一
九
八
八
年
。

㊥
　
小
都
隆
編
『
洗
谷
貝
塚
』
、
一
九
七
六
年
。

⑳
小
都
隆
「
声
露
礁
新
市
町
芋
平
遺
跡
に
つ
い
て
」
（
臨
、
曲
云
備
』
第
四
集
、
一
九
七

　
六
年
）
。

⑳
　
久
保
穣
一
一
朗
ほ
か
『
島
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
一
集
（
『
北
条
町
埋
蔵
文
化

　
財
報
告
懇
』
二
、
｝
九
八
瓢
一
年
）
。

⑳
　
鳥
取
県
激
育
文
化
財
団
『
布
勢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
（
『
鳥
取
県
教
育
文
化

　
財
団
調
査
報
倍
書
』
七
、
一
九
八
一
年
）
。

⑳
　
東
伯
町
教
育
委
員
会
『
森
藤
第
1
・
森
藤
第
2
遣
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
（
『
東
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伯
町
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
』
第
一
〇
集
、
一
九
八
七
年
）
。

⑱
谷
岡
陽
一
ほ
か
『
栗
谷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
H
、
一
九
八
九
年
。

⑳
足
立
克
己
「
山
陰
岩
見
地
方
に
お
け
る
縄
文
後
期
前
～
中
葉
土
器
に
つ
い
て
」

　
（
『
東
ア
ジ
ア
の
考
古
と
歴
史
』
中
、
岡
綺
敬
先
生
退
官
記
念
論
集
、
一
九
八
七
年
）
。

⑳
弥
生
土
器
や
土
師
器
の
調
整
手
法
に
み
ら
れ
る
「
刷
毛
目
」
と
き
わ
め
て
よ
く

　
似
た
条
痕
で
あ
る
。
横
山
浩
一
氏
は
実
験
的
検
討
か
ら
針
葉
樹
の
小
口
板
に
よ
る

　
擦
痕
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
横
山
浩
｝
「
刷
毛
自
技
法

　
の
源
流
に
関
す
る
予
備
的
検
討
」
『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
緬
第
一
一
匹
号
、
　
一

　
九
七
九
年
）
。
た
だ
し
、
横
山
氏
は
こ
の
種
の
条
痕
と
「
鼠
毛
目
」
に
は
微
細
な

　
纈
違
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
り
、
筆
者
も
横
山
氏
に
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種

　
の
条
痕
を
「
細
密
条
痕
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

⑳
　
久
保
穣
二
朗
「
鳥
取
県
下
に
お
け
る
後
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
縄
文
土

　
器
の
変
遷
に
つ
い
て
」
（
注
⑳
前
掲
文
献
）
。

㊥
　
明
和
町
前
壷
委
員
会
『
金
剛
坂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
、
一
九
七
一
年
目

⑳
　
肉
下
勝
年
ほ
か
『
林
ノ
峰
貝
塚
隠
1
（
『
南
知
多
町
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
五

　
集
、
一
九
八
三
年
）
。

⑭
向
坂
鋼
二
ほ
か
『
蜆
塚
遺
跡
』
V
・
W
、
一
九
八
五
年
。

⑳
市
原
壽
文
ほ
か
『
西
貝
塚
』
、
一
九
六
一
年
。

⑳
　
注
⑨
前
掲
、
今
村
文
献
。

⑳
　
注
㊥
前
掲
文
献
。

⑲
愛
知
県
教
育
委
員
会
『
朝
日
遺
跡
』
、
一
九
八
二
年
。

⑳
　
久
永
春
男
ほ
か
『
前
編
貝
塚
嘱
、
一
九
六
〇
年
。

⑳
向
坂
鋼
二
ほ
か
『
半
場
遺
跡
　
九
七
八
年
度
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
八
二

　
年
。

⑪
　
注
⑳
前
掲
文
献
。

⑫
　
市
原
露
文
「
遠
江
石
原
貝
塚
の
研
究
」
（
覗
人
文
論
集
』
一
八
、
一
九
六
七
年
）
。

⑳
　
d
1
種
口
縁
と
a
1
種
文
様
を
も
つ
苗
圃
A
が
関
東
系
（
堀
之
内
式
〉
土
器
圏

　
に
含
ま
れ
る
静
岡
県
東
部
の
富
士
宮
町
箕
輪
雨
跡
で
出
土
し
て
お
り
（
加
藤
学
園

　
考
古
学
研
究
所
『
駿
豆
地
方
の
縄
文
土
器
集
成
（
実
測
図
）
』
、
一
九
八
三
年
）
、
こ

　
の
時
期
に
東
西
間
の
交
流
が
強
ま
り
、
土
器
製
作
に
か
か
わ
る
清
報
が
広
範
な
地

　
無
間
を
流
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
西
日
本
の
側
か
ら
み
る
と
、

　
そ
れ
は
東
臼
本
系
土
器
の
流
入
と
い
う
現
象
で
捉
え
ら
れ
る
が
口
縁
部
外
側
端
部

　
の
刻
み
な
ど
は
逆
に
西
日
本
か
ら
東
へ
流
れ
た
手
法
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
交

　
流
は
一
方
的
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
相
互
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
前
段
階
の
福
田
K
2
式
と
称
名
寺
2
式
は
ほ
と
ん
ど
相
互
影
響
の
認
め
ら
れ
な
い

　
排
他
的
に
存
立
し
て
い
た
型
式
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
こ
の
段
階
に
ひ
と
つ
の
画

　
期
を
見
出
す
こ
と
が
き
る
で
あ
ろ
う
。
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第
二
章
　
縁
帯
文
系
土
器
群
の
展
開

1
　
問
題
の
所
在

前
章
で
、
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
の
問
題
を
論
じ
、
言
々
文
土
器
成
立
期
と
し
て
広
瀬
土
捜
4
0
段
階
を
設
定
し
、
地
域
別
に
縁
帯
文
土
器

の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
縁
帯
文
土
器
の
展
開
を
地
域
別
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
縁
帯
文
系
土



縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

器
質
と
し
て
総
称
さ
れ
る
土
器
群
の
溝
造
を
年
代
的
展
開
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ

た
っ
て
研
究
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
縁
懸
文
土
器
は
戦
後
、
西
臼
本
縄
文
後
期
前
半
期
の
土
器
群
の
総
称
と
し

て
定
着
し
た
用
語
で
あ
る
が
、
近
畿
、
東
海
西
部
で
伴
膿
す
る
関
東
系
土
器
が
数
型
式
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
年
代
的
細
分
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

分
布
の
東
縁
に
位
置
す
る
東
海
西
部
で
は
一
九
六
〇
年
代
に
蜆
塚
遺
跡
の
発
掘
調
査
等
を
も
と
に
し
た
編
年
が
麻
生
優
氏
や
市
原
壽
文
・
大
参

　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

義
一
両
氏
あ
る
い
は
久
永
春
男
氏
ら
に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
増
子
康
真
氏
の
東
海
塁
塞
西
半
に
関
す
る
、
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
山
下
勝
年
氏
の
林
ノ
峰
貝
塚
に
お
け
る
編
年
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
編
年
案
も
質
種
組
成
の
明
確
化
や
型
式
学
的

連
続
性
の
解
釈
等
、
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
近
畿
で
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
資
料
の
飛
躍
的
増
加
に
伴
い
、
土
器
研
究
も
進
展
し
、
大
阪
府
縄
手
遺
跡
の
調
査
で
縄
手
1
・
2

⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

式
が
、
京
都
府
桑
飼
下
遺
跡
の
調
査
で
桑
飼
下
式
が
提
唱
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
か
つ
、
北
白
川
遺
跡
群
の
土
器
分
析
を
通
じ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

泉
拓
良
磯
は
従
来
、
北
白
川
上
層
式
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
期
を
北
白
川
上
層
式
1
期
↓
2
期
↓
3
期
の
三
時
期
に
細
分
す
る
案
を
再
建
し
た
。

器
種
組
成
を
明
ら
か
に
し
た
点
は
高
く
評
価
さ
れ
、
大
筋
で
の
編
年
は
こ
れ
に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
編
年
的
検
討
が
も
っ
と
も
遅
れ
て
い
る
の
が
中
国
地
方
で
あ
ろ
う
。
中
国
地
方
の
研
究
は
中
部
瀬
戸
内
が
中
心
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

進
め
ら
れ
、
戦
前
に
は
津
雲
A
式
が
戦
後
に
は
彦
崎
K
1
式
・
K
2
式
が
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
津
雲
A
式
と
彦
崎
K
1
式
が
年
代
的
前
後

関
係
に
あ
る
の
か
あ
る
い
は
地
域
色
を
示
す
の
か
明
確
な
見
解
は
な
く
、
型
式
内
容
の
捉
え
方
に
つ
い
て
も
、
論
者
に
よ
っ
て
大
き
な
相
違
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
り
、
混
乱
し
た
状
況
を
墨
し
て
い
る
。

　
以
上
、
概
観
し
た
よ
う
に
地
域
に
よ
っ
て
研
究
状
況
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
有
文
土
器
の
変
化
を
中

心
に
地
域
別
に
従
来
の
編
年
を
再
検
討
し
、
型
式
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
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2

近
畿
地
域
（
図
7
）
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近
畿
の
縁
帯
文
土
器
の
展
開
に
関
し
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
泉
氏
の
優
れ
た
研
究
が
あ
り
、
年
代
的
展
開
と
悪
業
組
成
の
基
本
的
変

遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
う
し
た
成
果
を
受
け
、
二
、
三
私
見
を
加
え
つ
つ
、
展
開
の
概
略
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
基
準
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

料
は
泉
氏
が
指
摘
し
た
他
に
北
白
川
上
層
式
1
期
で
は
大
阪
府
仏
並
第
7
3
号
住
居
跡
出
土
の
主
た
る
土
器
、
北
白
川
上
層
式
2
期
で
は
三
重
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

下
川
原
第
9
号
住
居
跡
出
土
土
器
、
r
大
阪
府
縄
手
第
1
0
次
出
土
土
器
、
北
白
川
上
層
式
3
期
で
は
奈
良
県
竹
之
内
第
七
地
点
出
土
土
器
を
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

で
き
、
大
阪
府
淡
輪
一
九
八
六
年
度
出
土
土
器
も
2
期
と
3
期
に
ま
た
が
る
が
良
好
な
資
料
が
出
土
し
て
い
る
。

　
北
白
川
上
層
式
1
期
　
有
文
深
鉢
A
（
－
～
4
）
・
B
（
5
）
、
関
東
系
有
文
深
黒
（
6
）
、
有
文
鉢
B
（
9
）
・
C
、
有
文
浅
鉢
A
、
縄
文
地
深
鉢
（
7
）
・

鉢
（
1
0
）
、
条
線
地
域
鉢
（
8
）
、
注
口
土
器
、
無
文
深
鉢
・
鉢
・
（
1
1
）
浅
鉢
な
ど
か
ら
な
り
、
器
種
の
多
様
化
を
指
摘
で
き
る
。

　
有
文
肴
鉢
A
の
口
縁
部
は
外
面
施
文
型
（
1
・
2
）
、
上
面
施
文
型
（
4
）
、
内
面
施
文
型
（
3
）
が
あ
り
、
外
面
施
文
型
が
多
い
が
、
c
2
種
の

よ
う
に
屈
曲
や
内
湾
に
よ
っ
て
口
縁
を
際
だ
た
せ
る
の
で
は
な
《
、
口
縁
前
面
に
粘
土
を
は
り
つ
け
、
肥
厚
さ
せ
る
タ
イ
プ
が
出
現
す
る
。
こ
r

れ
を
f
種
口
縁
と
し
て
お
こ
う
。
口
縁
部
の
主
文
様
に
は
弧
線
文
や
渦
巻
文
が
施
さ
れ
、
従
文
様
に
は
長
方
形
函
画
文
な
い
し
弧
線
文
、
斜
線

文
が
施
さ
れ
る
。
前
者
は
1
期
の
配
線
文
、
後
者
は
刻
み
に
由
来
す
る
。
頸
胴
部
の
文
様
は
分
帯
し
、
箆
鷺
・
櫛
状
工
具
で
描
か
れ
多
磁
化
す

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
頸
部
文
様
は
垂
下
直
線
文
、
山
形
文
、
類
例
は
少
な
い
が
垂
下
す
る
有
無
隆
帯
を
施
す
。
胴
部
文
様
は
箆
状
工
具
に
よ

る
鍵
の
手
応
の
曲
線
文
、
半
円
文
・
弧
線
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
、
箆
状
・
櫛
状
工
具
に
よ
る
山
形
文
や
垂
下
直
線
文
が
施
さ
れ
る
。
鍵
の

歯
状
の
曲
線
文
は
1
期
の
a
2
類
文
様
、
半
円
文
・
弧
線
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
は
1
期
の
b
類
文
様
の
系
譜
で
捉
え
ら
れ
よ
う
。
山
形
文

は
b
類
文
様
の
硬
直
術
な
い
し
。
類
文
様
の
系
譜
で
考
え
ら
れ
る
。
胴
部
に
地
文
を
も
つ
例
は
少
な
い
が
有
す
る
場
合
は
半
円
文
・
弧
線
文
を

基
調
と
し
た
文
様
が
描
か
れ
、
頸
部
に
有
刻
隆
帯
を
垂
下
さ
せ
る
。
半
円
文
・
弧
線
文
系
の
文
様
は
関
東
の
堀
之
内
1
式
の
文
様
と
共
通
し
、

や
は
り
、
堀
之
内
式
の
文
様
要
素
で
あ
る
垂
下
す
る
迂
曲
隆
帯
を
有
す
る
な
ど
折
衷
的
な
様
相
が
強
い
。
関
東
系
有
文
深
鉢
は
口
縁
部
が
内
折
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し
、
一
条
沈
線
を
巡
ら
す
も
の
が
多
く
、
胴
部
に
は
地
文
を
も
ち
、
半
円
、
弧
線
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
を
施
す
。
堀
之
内
1
式
新
段
階
に

比
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。

　
有
文
鉢
B
は
口
頸
部
の
外
反
す
る
小
形
丸
底
の
鉢
。
有
文
鉢
C
は
、
頸
胴
部
の
境
に
刻
み
を
施
す
鉢
で
量
は
少
な
い
が
広
域
に
分
布
し
、
地

域
間
の
併
行
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
。
有
文
浅
鉢
A
は
口
縁
部
が
内
湾
す
る
浅
葱
。
有
文
鉢
B
、
有
文
浅
鉢
A
と
も
文
様
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

半
円
文
や
弧
線
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
様
が
施
さ
れ
る
。
縄
文
地
深
鉢
・
鉢
成
立
の
系
譜
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
軸
重
文
系
土
器
群
が
分
布

す
る
東
海
西
部
か
ら
中
国
地
方
に
か
け
て
こ
れ
以
降
、
相
似
的
変
化
を
示
し
な
が
ら
分
布
し
、
縁
帯
文
系
土
器
群
の
重
要
な
構
成
品
種
の
一
つ

に
な
る
。

　
北
白
川
上
層
式
2
期
　
船
霊
組
成
は
「
く
」
字
形
に
屈
嘉
す
る
有
文
浅
鉢
C
が
出
現
す
る
が
、
基
本
的
に
1
期
と
変
わ
ら
な
い
。
深
鉢
A
は
口

縁
部
形
態
に
つ
い
て
は
外
面
施
文
型
で
は
肥
厚
、
屈
曲
が
弱
く
退
化
的
な
様
糟
を
示
す
も
の
（
1
3
i
9
種
口
論
と
す
る
）
と
。
2
種
で
断
面
「
」
」

字
形
を
墨
す
る
も
の
（
1
2
）
が
あ
る
。
内
面
施
文
型
も
肥
厚
し
な
く
な
る
も
の
ひ
一
種
口
縁
と
す
る
）
が
出
現
す
る
。
上
面
施
文
型
（
d
種
）
は
類
例
が

多
く
（
1
5
）
、
断
面
「
T
」
字
形
を
示
し
、
山
形
の
大
き
な
波
状
口
縁
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
。
口
縁
部
主
文
様
、
従
文
様
と
も
北
白
川
上
層
式

1
期
の
文
様
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
の
ほ
か
主
文
様
に
8
字
状
・
円
形
・
棒
状
の
突
起
を
施
す
も
の
が
出
現
す
る
。
頸
部
文
様
は
無
文
か

沈
線
・
条
線
に
よ
る
垂
下
直
線
文
な
い
し
有
刻
隆
帯
を
垂
下
さ
せ
る
。
深
鉢
A
・
B
の
胴
部
文
様
は
縄
文
地
や
条
塵
地
（
1
8
）
で
無
文
の
も
の
が

多
く
な
る
が
、
文
様
を
施
す
場
合
（
1
6
）
に
は
山
形
文
や
帯
縄
文
に
よ
る
J
字
文
、
三
角
形
文
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
や
入
り
組
み
文
を
施
し
、

前
段
階
と
異
な
り
、
文
様
が
横
位
に
展
開
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
帯
縄
文
に
よ
る
文
様
は
前
段
階
の
文
様
の
系
譜
で
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

堀
之
内
2
式
の
「
渦
巻
文
」
と
類
似
し
た
文
様
構
成
を
と
る
。
関
東
系
有
文
深
鉢
（
1
7
）
は
朝
顔
形
で
口
縁
下
に
有
高
隆
帯
を
横
走
さ
せ
、
体
部

に
帯
纒
文
に
よ
る
三
角
形
文
や
入
り
組
み
文
、
渦
巻
文
を
描
く
、
堀
之
内
2
式
そ
の
も
の
で
類
例
は
多
い
。

　
浅
鉢
A
（
2
1
）
は
帯
縄
文
に
よ
り
、
横
に
な
が
れ
る
入
り
組
み
文
や
渦
巻
文
、
J
字
文
、
三
角
形
文
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
文
様
が
施
さ
れ
、
浅

鉢
C
の
口
縁
部
の
文
様
は
三
角
形
文
が
描
か
れ
る
。
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総
じ
て
、
文
様
に
お
け
る
関
東
系
土
器
の
影
響
の
強
さ
を
指
摘
で
き
よ
う
。

　
北
白
川
上
層
式
3
期
　
初
期
の
様
相
は
京
都
大
学
教
養
部
構
内
出
土
資
料
で
捉
え
ら
れ
、
や
や
遅
れ
て
内
湾
口
縁
深
鉢
（
深
鉢
C
と
す
る
）
が
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

立
、
盛
行
す
る
時
期
が
後
続
す
る
。

　
基
本
的
器
機
構
成
は
有
文
深
鉢
A
（
2
3
）
が
減
少
し
、
有
文
深
鉢
C
（
2
4
～
2
6
）
が
成
立
す
る
が
、
そ
の
他
は
前
段
階
の
器
機
構
成
を
継
承
す
る
。

有
文
深
鉢
A
は
「
く
」
字
形
の
口
縁
部
を
有
す
る
が
量
的
に
少
な
く
な
る
。
新
た
に
三
単
位
の
波
状
で
口
縁
部
が
大
き
く
内
湾
す
る
有
文
深
鉢

C
が
出
現
し
、
盛
行
す
る
。
有
文
三
郷
C
は
口
縁
部
お
よ
び
胴
部
文
様
と
も
横
位
、
斜
位
に
帯
縄
文
を
巡
ら
し
、
S
字
文
や
そ
れ
の
退
化
型
で

あ
る
蛇
行
文
を
配
す
る
。
文
様
は
前
段
階
の
渦
巻
文
の
系
譜
で
捉
え
ら
れ
よ
う
。
口
寄
内
縁
施
文
型
や
頸
部
無
文
の
縄
文
地
勢
鉢
・
鉢
、
無
文

評
説
で
は
口
縁
を
肥
厚
さ
せ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
頸
部
の
外
反
度
が
強
ま
る
。
関
東
系
有
文
深
鉢
（
2
7
）
は
加
曾
利
B
1
式
に
比
定
さ
れ
る
。

有
文
浅
鉢
A
（
3
4
）
は
深
鉢
A
と
同
一
の
文
様
が
描
か
れ
、
有
文
浅
鉢
C
（
3
2
・
3
3
）
は
直
線
的
な
帯
縄
文
で
ク
ラ
ン
ク
文
が
描
か
れ
る
。

縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

3

中
部
瀬
戸
内
地
域
（
図
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
ま
ず
、
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
津
雲
A
式
と
彦
崎
K
1
式
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
こ
れ
を
標
識
資
料
で
あ
る
津
雲
、
彦
崎
出
土
土
器
に
戻

っ
て
検
討
し
て
み
る
時
、
両
者
は
類
似
し
た
様
相
を
示
す
一
方
、
器
種
組
成
や
口
縁
部
文
様
の
施
文
位
置
、
文
様
や
形
態
の
細
部
に
お
け
る
形

状
に
明
ら
か
な
差
異
を
有
し
て
お
り
、
別
型
式
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
他
の
遺
跡
に
目
を
転
じ
る
と

　
　
　
　
㊧
　
　
　
⑳

広
島
県
洗
谷
、
芋
平
で
は
成
立
期
の
縁
帯
文
土
器
と
と
も
に
津
雲
A
式
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
香
川
県
永
井
の
S
R
。
。
8
｝
下
層
で
は
津
雲
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愚

式
が
単
純
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
香
川
県
樋
ノ
ロ
で
は
彦
崎
K
1
式
が
単
純
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
、
彦
崎
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

彦
崎
K
1
式
と
彦
崎
K
2
式
が
地
点
を
異
に
し
て
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
総
合
す
る
と
津
雲
A
式
と
彦
崎
K
1
式
は
年
代
差
を
も

っ
た
型
式
で
あ
り
、
中
部
瀬
戸
内
に
お
け
る
縁
掌
文
土
器
の
展
開
は
津
雲
A
式
↓
彦
崎
K
1
式
↓
彦
崎
K
2
式
の
序
列
で
捉
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
ろ
う
。
以
下
、
有
文
深
鉢
を
中
心
に
型
式
内
容
の
概
略
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

　
津
雲
A
式
　
器
種
は
有
文
深
青
A
（
－
～
9
）
、
有
文
鉢
C
（
1
2
）
・
D
（
1
0
・
1
1
）
、
頸
部
無
文
の
縄
文
地
深
鉢
（
1
4
～
1
6
）
・
鉢
（
！
3
）
、
無
文
深
鉢
・

浅
鉢
な
ぜ
か
ら
な
る
。

　
有
文
深
鉢
A
は
口
縁
部
形
態
で
は
前
面
施
文
型
（
エ
i
c
2
種
、
2
～
4
1
f
種
）
、
上
面
施
文
型
（
5
～
7
－
d
種
）
、
内
面
施
文
型
（
8
1
g
種
）

が
あ
り
、
口
縁
部
前
面
を
段
状
に
肥
厚
さ
せ
る
f
種
が
多
い
。
頸
胴
部
の
文
様
は
分
帯
し
て
、
頸
部
に
は
格
子
状
文
、
胴
部
に
は
多
条
金
線
に

よ
る
半
円
文
、
三
角
形
文
、
充
填
縄
文
に
よ
る
横
に
流
れ
る
入
組
渦
巻
文
が
描
か
れ
る
。
格
子
状
文
、
三
角
形
文
に
つ
い
て
は
前
者
は
a
1
種

文
様
、
後
者
は
b
種
文
様
の
系
譜
で
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
有
文
鉢
は
口
縁
部
が
外
反
し
、
頸
胴
部
に
刻
み
目
文
帯
を
も
つ
鉢
C
と
口
縁
部
に
文
様
帯
を
も
つ
大
型
の
鉢
D
が
あ
る
。
鉢
D
の
口
縁
部
の

形
態
は
段
状
に
肥
厚
さ
せ
る
f
懸
口
縁
を
有
し
、
文
様
は
有
文
深
鉢
A
と
同
一
で
あ
る
。
中
部
瀬
戸
内
に
分
布
す
る
特
筆
的
な
質
種
で
あ
る
。

有
文
鉢
C
は
山
陰
、
近
畿
に
も
あ
り
、
有
文
深
鉢
A
と
と
も
に
年
代
的
併
行
関
係
を
決
定
す
る
資
料
に
な
る
。

．
彦
崎
K
1
式
　
有
文
深
鉢
A
（
1
7
～
2
6
）
・
B
、
有
文
鉢
E
、
有
文
浅
草
A
（
2
7
～
3
0
）
、
頸
部
無
文
の
縄
文
地
深
鉢
（
3
1
）
・
鉢
（
3
2
・
3
3
）
、
無
文
深

鉢
・
浅
鉢
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
有
文
鉢
C
、
・
D
は
な
く
な
る
。

　
有
文
深
鉢
A
は
上
面
施
文
型
の
d
種
が
主
体
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
が
、
外
面
施
文
型
の
。
2
種
や
内
面
施
文
型
の
e
種
や
そ
の
退
化
型
の

h
種
も
あ
る
。
口
縁
部
の
文
様
は
前
段
階
よ
り
も
粗
雑
に
な
り
、
直
線
化
し
た
も
の
が
多
く
、
退
化
的
様
相
で
捉
え
ら
れ
る
。
特
に
、
弧
線
文

に
由
来
す
る
複
合
鋸
歯
文
が
特
徴
的
で
あ
る
。
頸
胴
部
の
文
様
は
表
出
技
法
を
条
線
に
よ
り
、
前
段
階
の
文
様
の
型
式
変
化
で
捉
え
ら
れ
る
垂

下
蛇
行
文
や
斜
線
文
が
施
さ
れ
る
場
合
と
二
条
準
線
に
よ
る
画
配
縄
文
帯
が
入
り
組
み
状
の
文
様
を
構
成
す
る
場
合
の
二
者
が
あ
り
、
近
畿
の

文
様
変
化
と
相
似
的
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
有
文
鉢
E
は
九
州
の
鐘
舞
岡
に
出
自
を
求
め
ら
れ
、
安
定
的
に
器
種
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
は

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
縄
文
地
の
土
器
で
は
胴
部
に
羽
状
縄
文
を
施
し
た
も
の
が
あ
り
、
有
文
浅
野
A
は
二
条
を
基
本
と
し
た
縄
文
帯
を
横
位

に
巡
ら
し
て
い
る
。

、
彦
崎
K
2
式
　
有
文
深
鉢
A
．
（
3
6
図
・
蒋
文
深
鉢
C
（
理
．
3
5
）
、
有
文
極
安
A
一
C
（
4
4
）
、
頸
部
無
文
の
縄
文
地
深
鉢
（
3
7
～
4
3
）
・
鉢
、
注
口
土
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器
、
無
文
深
藍
・
浅
鉢
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
有
文
深
鉢
A
は
量
的
に
少
な
く
、
内
面
施
文
型
の
み
と
な
る
。
内
湾
す
る
野
縁
を
有
す
る
毒

心
C
も
量
的
に
多
く
な
く
、
多
条
沈
線
に
よ
る
縄
文
帯
で
直
線
と
s
・
J
字
状
の
曲
線
を
組
み
合
わ
せ
た
文
様
を
描
く
。
一
方
、
頸
部
無
文
の

縄
文
地
深
鉢
・
鉢
は
増
加
す
る
。
口
縁
部
の
肥
厚
が
痕
跡
的
と
な
り
、
口
縁
部
内
面
に
も
沈
線
で
区
画
さ
れ
て
縄
文
を
施
す
よ
う
に
な
る
の
が

特
徴
的
で
あ
る
。
結
節
縄
文
を
施
す
例
も
多
い
が
、
後
出
的
な
要
素
で
あ
ろ
う
。
有
文
浅
野
A
は
有
文
深
黒
C
の
胴
部
文
様
と
同
種
の
文
様
を

有
す
る
。
注
口
土
器
は
関
東
の
加
曾
利
B
1
式
そ
の
も
の
で
あ
る
。

130　（952）

4

山
陰
地
域
（
図
9
）

　
山
陰
で
億
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
少
な
く
、
型
式
内
容
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
崎
ケ
鼻
式
は
そ
の
特
徴
よ
り
中
部
瀬
戸
内
の
津

雲
A
式
や
彦
崎
K
1
式
に
対
比
さ
れ
て
き
た
が
、
型
式
学
的
検
討
か
ら
前
後
二
時
期
に
細
分
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
崎
ケ
鼻
1
式
は
鳥

　
　
　
磐
　
　
⑳
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

取
県
布
勢
、
島
、
栗
谷
、
島
根
県
崎
ケ
鼻
に
や
や
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
あ
り
、
崎
ケ
鼻
2
式
は
晴
ケ
鼻
一
九
三
七
年
報
告
の
主
た
る
土
器
で
布

勢
や
島
、
栗
谷
で
は
崎
ケ
鼻
2
式
を
含
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
点
も
細
分
の
根
拠
と
し
え
よ
う
。
た
だ
し
、
一
括
性
や
組
置
組
成
等
の
検
討
は

今
後
に
委
ね
る
べ
き
部
分
が
多
い
。

　
崎
ケ
鼻
1
式
　
有
文
選
士
A
（
1
～
7
）
、
有
文
鉢
C
（
8
）
、
頸
部
無
文
の
縄
文
地
深
鉢
（
9
）
・
鉢
（
1
0
～
1
2
）
、
注
口
土
器
、
無
文
深
義
、
無
文

感
冒
な
ど
か
ら
な
る
。
有
文
深
憂
A
の
口
縁
部
は
前
面
施
文
型
が
主
体
で
、
幅
広
く
段
状
に
肥
厚
さ
せ
る
チ
種
油
縁
を
も
つ
例
が
多
い
。
口
縁

部
文
様
は
弧
線
文
や
斜
線
文
、
長
方
形
区
画
文
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
突
起
部
で
入
り
組
み
状
文
様
を
つ
く
る
も
の
が
多
い
。
頸
部
は
無
文
で
、

胴
部
は
全
面
に
縄
文
を
施
し
た
り
、
縄
文
地
に
同
心
円
状
の
多
重
沈
線
を
施
す
。

　
崎
ケ
轟
2
式
　
有
文
深
鉢
A
（
1
3
～
1
5
）
・
B
（
1
6
）
、
有
文
鉢
E
、
有
文
浅
鉢
A
（
飢
．
羽
）
、
頸
部
無
文
の
縄
文
地
深
鉢
（
1
8
～
2
0
）
・
鉢
（
1
7
）
、
注

口
土
器
、
無
文
深
鉢
・
浅
鉢
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
有
文
深
鉢
A
で
は
、
前
面
施
文
型
、
口
唇
上
施
文
型
、
内
面
施
文
型
が
あ
り
、
前
面
施
文
型
で
は
前
段
階
の
肥
厚
口
縁
と
異
な
り
、
内
側
へ



温帯文系土器群の成立と展開（千葉）
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　　図9　山陰における縁帯文土器の展開　縮尺1／8
（1・2鳥取弊」栗谷，3～12鳥取県布勢，13～22島根県崎ケ鼻）

屈
折
し
た
も
の
（
C
2
種
）
が
多
く
な
る
。
口

縁
部
文
様
に
は
斜
線
文
か
ら
発
達
し
た
と
考

え
ら
れ
る
複
合
鋸
歯
文
が
多
用
さ
れ
る
。
深

戸
A
・
B
の
頸
・
胴
部
文
様
の
わ
か
る
例
は

少
な
い
が
、
頸
部
に
垂
下
条
線
を
施
し
た
例

の
ほ
か
で
は
全
面
縄
文
地
の
例
が
あ
る
。
有

文
鉢
E
は
九
州
の
鐘
崎
式
そ
の
も
の
で
あ
り
、

安
定
的
に
器
種
を
構
成
す
る
か
否
か
は
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。
有
文
浅
藍
A
は
二
条

の
縄
文
帯
が
「
J
」
字
状
文
を
構
成
し
た
り
、

口
縁
部
に
瘤
状
突
起
を
貼
り
付
け
、
「
S
」

宇
懸
盤
線
を
巡
ら
せ
る
な
ど
鐘
崎
式
に
通
じ

る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

5

東
海
西
部
地
域
（
図
1
0
）

　
東
海
西
部
に
お
け
る
縁
帯
文
土
器
の
展
開

は
三
期
に
分
け
て
そ
の
展
開
を
辿
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
期
と
二
期
の
細
分
に

つ
い
て
は
愛
知
県
林
ノ
工
員
塚
、
二
期
と
三
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天
子
神
社
式

蝿
塚
工
式

八
王
子
式

麟鱗，蒙

黛嚇

me．　rw9

縮欄摩糠織・・・…一t・…N
14

幣観1
・・ Tフ32

　
ヨ

　　図工0　東海西部における熱帯日土器の展開　縮尺：復元図1／12，識量図1／8
（1～3・5・9～22　・　24～28愛知県‡木ノ峰，4・6～8・23・36静岡県蜆塚，29・39愛知県中

条，30・38・41愛知県八王子，31～35・37・40静岡県半場）
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縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

期
の
細
分
は
静
岡
県
蜆
塚
第
一
貝
塚
東
南
部
区
域
に
お
け
る
層
位
的
所
見
を
基
準
に
し
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
所
見
を
も
と
に
す
れ
ば
、
愛
知
県

　
　
　
⑮
　
　
　
鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

天
子
神
社
、
川
地
、
静
岡
県
平
塚
第
二
貝
塚
繭
部
区
域
純
貝
層
・
混
土
貝
層
出
土
土
器
が
一
期
の
、
石
原
出
土
土
器
が
二
期
の
、
愛
知
県
中
条

出
土
土
器
が
三
期
の
ほ
ぼ
単
純
資
料
と
考
え
ら
れ
、
基
準
資
料
と
し
得
よ
う
。
従
来
の
型
式
で
は
一
期
は
天
子
神
社
式
、
二
期
は
蜆
塚
－
式
、

三
期
は
八
王
子
式
（
蜆
塚
丑
式
）
に
ほ
ぼ
対
比
で
き
る
。

　
天
子
神
社
式
　
膚
一
文
深
鉢
A
（
1
～
8
）
、
閾
四
東
系
有
文
深
鉢
（
9
～
1
1
）
、
頸
部
盤
…
文
の
縄
口
早
地
車
鉢
（
1
3
）
・
鉢
（
1
4
）
、
条
本
地
深
紘
久
1
2
）
、
有
文

浅
鉢
A
、
注
口
土
器
、
無
文
深
鉢
・
浅
鉢
な
ど
か
ら
な
る
。

　
有
文
深
鉢
A
の
口
縁
部
形
態
は
前
面
施
文
型
、
上
面
施
文
型
、
内
面
施
文
型
が
あ
る
。
主
文
様
に
は
弧
線
文
や
渦
巻
管
を
配
し
、
従
文
様
に

長
方
形
隊
画
文
な
い
し
斜
線
文
・
弧
線
文
を
施
す
。
頸
胴
部
の
文
様
は
分
帯
し
、
頸
部
は
無
文
帯
と
す
る
か
有
識
調
帯
を
垂
下
さ
せ
る
。
胴
部

に
は
多
重
沈
線
に
よ
る
半
円
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
が
描
か
れ
る
。
地
文
に
縄
文
を
施
す
場
合
は
頸
部
に
有
含
量
帯
を
垂
下
さ
せ
る
な
ど
関

東
系
温
語
の
影
響
が
強
い
。
そ
の
あ
り
方
は
近
畿
の
深
鉢
A
と
強
い
類
似
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
関
東
系
有
文
謙
譲
は
胴
部
に
地
文

を
も
ち
、
弧
線
文
や
半
円
文
を
基
調
と
し
た
曲
線
文
を
施
す
堀
之
内
1
式
新
段
階
に
比
定
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
少
量
、
堀
之
内
2
式
的
土

器
も
伴
っ
て
い
る
。

　
蜆
塚
工
式
　
器
種
組
成
は
基
本
的
に
一
期
を
継
承
す
る
が
「
く
」
字
形
に
屈
曲
す
る
浅
鉢
（
有
文
浅
鉢
C
）
が
出
現
す
る
。
有
文
深
鉢
A
（
1
5
～
2
1
）

の
口
縁
部
は
は
外
面
施
文
型
（
f
種
）
、
上
面
施
文
型
（
d
種
）
、
内
面
施
文
型
（
e
．
h
種
）
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
上
面
施
文
型
で
口
唇
を
「
T
」

字
、
逆
「
」
」
字
形
に
肥
厚
さ
せ
る
も
の
が
多
く
な
り
、
弧
線
文
や
斜
線
文
、
斜
線
文
を
組
み
合
わ
せ
た
羽
状
文
を
施
す
。
ま
た
、
斜
線
文
か
ら

発
達
し
た
複
合
鋸
歯
文
も
多
用
さ
れ
る
。
頸
胴
部
の
文
様
が
分
か
る
例
は
少
な
い
が
無
文
に
す
る
例
が
増
加
す
る
よ
う
だ
。
関
東
系
有
文
深
鉢

（
2
2
）
は
朝
顔
形
の
器
形
を
有
し
、
帯
縄
文
で
三
角
形
文
を
描
き
、
堀
之
内
2
式
そ
の
も
の
と
い
え
る
も
の
が
多
い
が
後
半
期
に
は
三
角
形
文
の

退
化
し
た
連
弧
状
文
や
「
8
」
送
状
の
曲
線
文
を
施
し
た
在
地
的
色
彩
の
強
い
も
の
（
2
3
）
が
現
れ
、
三
期
に
至
っ
て
在
地
型
器
種
を
成
立
さ
せ

る
母
胎
と
な
る
。
有
文
浅
鉢
A
は
渦
巻
文
や
帯
縄
文
に
よ
る
横
に
な
が
れ
る
入
り
組
み
文
を
施
す
。
有
文
浅
鉢
C
（
2
4
）
は
帯
縄
文
に
よ
る
三
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形
文
を
描
く
。

　
八
王
子
式
　
客
種
講
成
は
新
た
に
有
文
深
鉢
C
（
3
1
・
3
2
）
・
D
（
3
5
・
3
6
）
・
E
（
3
3
・
3
4
）
、
関
東
系
有
文
浅
鉢
．
（
4
！
）
が
成
立
し
、
有
文
深
鉢
が

多
様
化
す
る
。
頸
部
無
文
の
縄
文
地
鉢
が
な
く
な
る
。

　
有
文
深
鉢
A
（
2
6
・
3
0
）
は
口
縁
部
が
「
く
」
字
形
に
屈
曲
す
る
。
こ
の
口
縁
部
形
態
は
二
期
の
「
」
」
款
状
目
縁
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
内
湾
口
縁
を
有
す
る
有
文
深
田
C
は
量
的
に
少
な
い
。
有
文
深
鉢
D
は
口
縁
部
が
「
く
」
字
形
に
屈
曲
す
る
三
単
位
波
状
口
縁
で
口
縁
部

と
頸
部
に
文
様
帯
を
有
す
る
。
有
文
深
々
E
は
口
頸
部
が
外
反
す
る
平
縁
形
で
口
頸
部
に
文
様
帯
を
も
つ
。
有
文
深
鉢
E
は
輪
形
と
文
様
帯
の

位
置
か
ら
判
断
し
て
蜆
塚
－
始
期
の
関
東
系
玉
璽
の
系
譜
上
で
捉
え
ら
れ
、
在
地
化
し
た
器
種
と
考
え
ら
れ
る
。
有
文
深
鉢
D
は
有
文
深
黒
E

に
「
く
」
字
形
の
口
縁
部
を
付
加
し
た
形
態
で
、
口
縁
部
の
形
状
は
有
文
深
鉢
A
の
「
く
」
字
形
口
演
に
共
通
し
、
有
文
深
鉢
A
と
在
地
化
を

深
め
つ
つ
あ
っ
た
関
東
系
深
鉢
と
の
融
含
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
有
文
深
鉢
の
頸
胴
部
文
様
は
三
本
下
線
を
主
体
に
し
た
帯
縄
文
で
描
か
れ
、
四
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
a
）
横
に
な
が
れ
る

連
弧
文
、
（
b
）
ク
ラ
ン
ク
状
の
幾
何
学
文
、
（
c
）
横
に
な
が
れ
る
入
り
組
み
文
、
（
d
）
S
掌
文
＋
斜
線
文
で
あ
る
。
文
様
a
・
b
は
前
段
階
の

関
東
系
有
文
深
鉢
の
文
様
の
在
地
的
変
化
で
説
明
で
き
、
文
様
。
・
d
は
蜆
塚
－
年
期
に
関
東
か
ら
近
畿
の
広
範
囲
の
地
域
で
採
用
さ
れ
た
横

に
な
が
れ
る
入
り
組
み
文
や
渦
巻
文
か
ら
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
文
様
a
・
b
・
c
は
文
様
の
接
合
部
が
V
字
形
に
下
が
る
と
い
う
共

通
す
る
特
徴
を
有
し
、
系
譜
の
異
な
る
文
様
の
年
代
的
同
時
性
を
示
し
て
い
る
。
有
文
深
鉢
D
・
E
が
東
海
西
部
を
ほ
ぼ
主
体
的
な
分
布
地
域

と
す
る
の
に
対
し
て
、
有
文
深
鉢
C
は
近
畿
、
東
海
西
部
、
中
部
瀬
戸
内
に
分
布
し
、
近
畿
で
類
例
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
文
様
d
を
有

す
る
有
文
深
鉢
C
は
近
畿
で
成
立
し
た
器
種
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
関
東
軍
逸
遊
（
3
8
）
は
平
縁
、
三
単
位
の
突
起
を
有
す
る
も
の
な
ど
細
別

し
う
る
が
い
ず
れ
も
加
曾
利
B
1
式
に
比
定
さ
れ
る
。

　
有
文
浅
鉢
A
（
4
0
）
は
小
型
の
も
の
が
多
く
、
有
文
深
鉢
の
文
様
a
が
施
さ
れ
、
有
文
浅
鉢
C
は
量
的
に
僅
か
で
あ
る
。

　
①
　
麻
生
優
「
第
六
　
土
器
」
（
『
蜆
塚
遺
跡
－
総
括
篇
一
』
、
一
九
六
二
年
）
。
　
　
　
　
②
　
市
原
辮
文
・
大
参
義
一
「
縄
文
文
化
の
発
展
と
地
域
性
一
東
海
1
」
（
『
日
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縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

　
本
の
考
古
学
』
H
、
一
九
六
五
年
）
。

③
　
久
永
春
男
「
縄
文
後
期
文
化
－
中
部
地
方
1
」
（
『
新
版
考
古
学
講
座
』
三
、

　
一
九
六
九
年
）
。

④
　
増
子
康
真
「
第
三
章
　
東
海
地
方
西
都
の
縄
文
文
化
」
（
『
東
海
先
史
文
化
の
諸

　
段
階
』
本
文
編
・
補
足
改
訂
版
、
一
九
八
一
年
）
。

⑤
肉
下
勝
年
「
第
醐
章
出
土
遺
物
第
｝
節
縄
文
土
器
」
（
第
二
章
注
⑳
前
掲
文

　
献
）
。

⑥
　
原
田
修
ほ
か
『
縄
手
遺
跡
』
1
、
一
九
七
一
年
。

⑦
渡
辺
誠
「
第
三
章
縄
文
時
代
の
遺
構
と
遺
物
第
四
節
縄
文
土
器
」
（
『
桑
飼
下

　
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
、
一
九
七
五
年
）
。

⑧
　
泉
平
良
「
北
白
川
上
層
式
土
器
の
細
分
」
（
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年

　
糖
質
昭
和
五
四
年
度
、
一
九
八
○
年
）
。

⑨
　
第
｝
章
注
②
前
掲
文
献
。

⑩
．
三
森
定
男
「
先
史
時
代
の
西
部
日
本
」
（
下
）
（
『
入
類
学
先
史
学
講
座
』
第
二
巻
、

　
一
九
三
八
年
）
。

⑪
　
第
一
貴
注
①
前
掲
、
野
木
・
木
村
文
献
。

⑫
た
と
え
ば
、
第
一
章
注
①
前
掲
、
中
木
・
木
村
文
献
で
は
、
口
縁
部
外
面
肥
厚

　
を
主
体
に
口
縁
部
内
面
肥
厚
を
と
も
な
う
｝
群
を
津
雲
A
式
、
逆
に
、
内
面
肥
厚

　
が
主
体
で
外
面
肥
厚
を
少
量
と
も
な
う
一
群
を
彦
崎
K
I
式
と
し
、
第
一
章
・
注
①

　
前
掲
繁
木
・
高
橋
文
献
で
は
、
幾
何
学
的
な
文
様
を
も
つ
類
を
彦
崎
K
1
式
と
し
、

　
津
雲
A
式
は
曲
線
的
な
獣
帯
文
を
も
つ
類
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
田
中
良
之
・
松

　
永
幸
男
「
後
期
土
器
に
つ
い
て
」
（
『
萩
台
地
の
遺
跡
』
樋
、
一
九
八
一
年
）
で
は
、

　
口
唇
上
施
文
タ
イ
プ
と
内
面
施
文
タ
イ
プ
に
限
っ
て
彦
崎
K
1
式
と
規
定
し
て
い

　
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
者
に
よ
っ
て
型
式
内
容
の
捉
え
方
に
齪
齢
が
生
じ
て
い
る

　
の
は
難
名
K
1
式
の
型
式
内
容
が
設
定
者
で
あ
る
山
内
清
男
氏
に
よ
っ
て
明
確
に

　
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
一
因
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た

　
め
に
は
、
設
定
の
基
準
資
料
と
な
っ
た
津
雲
遣
跡
、
彦
崎
遣
跡
出
土
土
器
に
再
度

　
た
ち
も
ど
っ
て
検
討
し
直
す
こ
と
と
そ
の
後
の
新
出
資
料
で
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と

　
が
必
要
と
な
ろ
う
。

⑬
第
一
章
注
⑱
前
掲
、
岩
騎
文
献
。

⑭
　
門
田
了
三
『
下
川
原
遺
跡
』
、
一
九
八
六
年
。

⑮
芋
本
隆
裕
ほ
か
『
縄
手
遺
跡
・
若
江
遺
跡
の
調
査
』
昭
和
六
一
年
度
（
『
東
大
阪

　
市
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
調
査
概
要
』
二
八
、
一
九
八
七
年
）
。

⑯
松
顕
真
；
当
麻
町
竹
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（
『
奈
良
県
遣
跡
調
査
概
報
（
篤

　
ご
分
冊
）
』
一
九
入
四
年
度
、
一
九
八
五
年
）
。

⑰
　
藤
永
正
明
『
淡
輪
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
・
壌
』
、
一
九
八
七
年
。

⑱
泉
拓
良
氏
は
、
近
畿
の
中
期
末
に
存
在
す
る
縄
文
地
の
土
器
に
出
自
を
求
め
た

　
が
年
代
的
断
絶
が
大
き
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
期
の
東
日
本
に
は
全
面
に

　
縄
文
を
施
す
粗
製
土
器
が
あ
り
、
ま
た
、
関
東
系
有
文
尊
邸
は
地
文
に
縄
文
を
有

　
す
る
の
で
東
日
本
と
の
関
連
で
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。

⑲
　
石
井
寛
「
堀
之
内
2
式
土
器
の
研
究
（
予
察
）
」
（
『
調
査
研
究
集
録
』
第
五
冊
、

　
一
九
八
四
年
）
。

⑳
京
都
大
学
教
養
部
出
土
資
料
（
注
⑧
前
掲
文
献
）
は
、
土
器
量
が
多
く
な
く
器

　
種
構
成
等
を
検
討
す
る
上
で
、
や
や
不
安
は
残
る
も
の
の
、
有
文
深
鉢
C
を
欠
い

　
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
気
遣
跡
で
出
土
し
た
関
東
系
深
鉢
は
堀
之
内
2
式

　
～
加
曾
利
B
1
式
の
型
式
特
徴
を
有
し
、
他
の
基
準
遺
跡
の
同
種
深
手
よ
り
も
若

　
干
古
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
文
珍
説
A
の
口
縁
部
形
態
も
肥
厚
の
仕

　
方
が
外
側
へ
や
や
張
り
出
し
、
型
式
学
的
に
前
段
階
の
特
徴
を
残
し
て
い
る
。
以

　
上
の
点
よ
り
、
本
遺
跡
出
土
土
器
は
北
白
川
上
暦
式
3
期
の
初
期
的
様
相
を
示
し

　
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
有
文
深
鉢
C
と
し
た
内
湾
宿
縁
深
鉢
は
口
縁
部

　
と
胴
部
文
様
帯
を
有
し
、
見
掛
け
上
は
深
鉢
A
と
同
一
の
文
様
構
成
を
と
る
。
し

　
か
し
な
が
ら
、
口
縁
部
の
文
様
帯
は
関
東
の
加
曾
利
B
式
の
有
文
鉢
の
頸
部
文
様

　
帯
と
の
関
連
が
伺
わ
れ
、
ま
た
、
山
の
数
で
も
前
段
階
の
四
山
か
ら
三
山
へ
と
変

　
化
が
あ
り
、
こ
の
点
で
も
関
東
で
こ
の
時
期
に
盛
行
す
る
三
波
直
な
い
し
三
単
位
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突
起
と
の
関
係
が
問
題
と
な
ろ
う
。
以
上
の
点
よ
り
、
深
鉢
C
は
西
日
本
独
自
の

　
器
種
と
考
え
る
が
そ
の
成
立
に
は
東
日
本
の
土
器
の
影
響
が
推
定
ざ
れ
、
単
純
に

　
前
段
階
の
深
鉢
A
の
廷
長
繊
上
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
別
四
種

　
と
し
て
分
類
し
た
。
な
お
、
有
文
流
離
C
の
文
様
帯
構
成
に
つ
い
て
は
西
脇
対
名

　
央
氏
に
御
教
示
を
得
た
部
分
が
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
署
し
た
い
。

⑳
島
田
貞
彦
ほ
か
「
備
中
国
浅
井
郡
大
島
村
津
雲
貝
塚
発
掘
報
告
」
（
『
京
都
帝
国

　
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
報
告
』
第
五
冊
、
一
九
二
〇
年
）
。

⑫
　
池
葉
須
藤
樹
『
岡
山
県
児
島
郡
灘
騎
町
彦
崎
貝
塚
調
査
報
告
隔
、
一
九
七
一
年
で

　
後
期
－
式
と
さ
れ
た
土
器
群
。

㊧
　
第
一
章
注
⑳
前
掲
文
献
。

⑳
第
一
章
注
⑳
前
掲
文
献
。

⑯
渡
部
明
夫
「
各
遣
跡
の
調
査
－
永
井
遺
跡
」
（
『
四
圏
横
断
自
動
黒
道
建
設
に

　
と
も
な
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
実
績
報
告
島
昭
和
六
一
年
度
、
一
九
八
七
年
。

⑳
　
片
桐
孝
浩
「
樋
ノ
ロ
遺
跡
」
（
『
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
』
昭
和
五
九
～

　
六
二
年
度
、
一
九
八
八
年
）
。

⑳
　
注
㊥
前
掲
文
献
、
図
版
一
三
お
よ
び
筆
者
の
観
察
に
よ
る
。
｝
・
三
・
五
区
で

　
は
彦
崎
K
2
式
が
、
九
・
十
・
十
一
区
で
は
彦
崎
K
1
式
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し

　
て
お
り
、
地
点
闘
で
土
器
の
出
土
状
況
に
差
が
認
め
ら
れ
る
。

⑱
　
雛
一
章
注
⑯
前
掲
文
献
。

⑳
第
一
章
注
⑳
前
掲
文
献
。

⑳
　
谷
岡
陽
一
ほ
か
『
栗
谷
二
三
発
掘
調
査
報
告
轡
』
H
、
一
九
八
九
年
。

⑳
　
宍
道
正
年
『
島
根
県
の
縄
文
式
土
器
集
成
』
1
、
一
九
七
四
年
。

⑳
　
佐
々
木
謙
・
小
林
行
雄
「
出
雲
國
森
山
村
崎
ケ
界
洞
窟
及
び
権
現
山
洞
窟
遺
蹟
」

　
（
『
考
省
営
』
第
八
巻
第
十
号
、
一
九
三
七
年
）
。

⑳
第
一
章
注
⑳
前
掲
文
献
。
C
貝
層
（
混
貝
土
熱
）
出
土
土
器
群
と
、
そ
の
上
層

　
の
B
層
（
黒
褐
色
土
層
）
黒
土
土
器
群
の
差
。

⑧
　
久
永
春
男
「
第
一
員
塚
東
南
部
区
域
の
発
掘
調
査
」
（
『
蜆
塚
遺
跡
』
そ
の
第
三

　
次
発
掘
調
査
、
　
一
九
六
〇
年
）
。
下
部
貝
層
群
及
び
地
上
直
上
出
土
の
有
機
土
層

　
出
土
の
「
第
一
群
土
器
」
と
上
層
黒
褐
色
混
土
貝
層
、
ピ
ッ
ト
D
・
E
・
F
、
含

　
礫
褐
色
有
機
土
層
出
土
の
「
第
二
群
土
器
」
の
差
。

⑳
加
藤
岩
蔵
『
天
子
神
社
貝
塚
』
、
一
九
六
八
年
。

⑳
　
清
野
謙
次
『
日
本
貝
塚
の
研
究
』
、
一
九
六
九
年
。

⑰
　
久
永
春
男
「
第
二
貝
塚
西
都
区
域
の
発
掘
調
査
」
（
『
蜆
塚
造
跡
』
そ
の
第
二
次

　
発
掘
調
査
、
　
一
九
五
八
年
・
）
。

⑱
第
一
章
注
＠
前
掲
文
献
で
、
広
瀬
土
塘
4
0
段
階
を
引
い
た
残
り
の
資
料
。

⑳
　
加
藤
岩
蔵
ほ
か
『
中
条
貝
塚
』
、
一
九
六
八
年
。
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第
三
章
　
西
日
本
縄
文
後
期
前
半
期
の
地
域
相

1

地
域
別
編
年
の
併
行
関
係
と
地
域
色
の
実
態

前
章
に
お
い
て
地
域
別
に
境
野
文
系
土
器
群
の
編
年
を
検
討
し
、
そ
の
成
立
、
展
開
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
は
地
域
別
編
年
の

併
行
関
係
を
整
理
し
、
地
域
色
の
発
現
の
仕
方
を
論
じ
た
い
。



　
地
域
別
編
年
の
併
行
関
係
の
決
定
に
は
複
数
地
域
で
共
有
さ
れ
る
亜
種
を
基
準
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
有
文
深
追
A
、
関
菓
系
有
文
深

鉢
、
有
文
鉢
C
な
ど
が
地
域
編
年
を
結
び
付
け
る
資
料
と
し
て
活
用
で
き
よ
う
。
こ
の
う
ち
、
有
文
鳥
媒
A
は
口
縁
部
の
形
状
や
胴
部
文
様
か

縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

陰山

福田K2
布　　勢

崎ケ鼻1

崎ケ鼻2

中部瀬戸内

福田K：2

（洗谷）

津雲A
彦燐K1
彦崎K2

表工　地域別編年の併行関係

葡一塑し隊海西剰近　七
福　田　K　2
　（広瀬土籏40）

北白川上層式1期

北白川上層式2期

北白川上層式3期

即
　
社
－
子

弱
）
　
ロ
ド

福
　
　
恥

／
　
　
　
塚
王

ゑ寺
朝
子

名
（

称
　
　
天
蜆
八

福田K2式期

互　　期
H　　　期

皿　　　期

N　　　期

括弧付きは，型式名ではなく，その時期を代表する遺跡を示す。

ら
さ
ら
に
細
分
し
て
検
討
し
た
が
、
細
別
器
種
が
個
別
地
域
で
量
的
多
寡
は
あ
る
も
の
の
共
有
さ
れ
、
ま
た
、

相
似
的
変
化
を
示
し
て
お
り
、
併
行
関
係
を
類
推
す
る
手
が
か
り
と
し
得
よ
う
。
検
討
の
結
果
を
表
1
に
示
す
。

四
段
階
の
変
遷
で
捉
え
ら
れ
る
の
で
一
～
y
期
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
山
陰
で
は
現
在
、
W
期
に
属
す

る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
如
何
な
る
様
相
を
示
す
の
か
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
、
こ
う
し
た
併
行
関
係
に
も
と
づ
い
て
地
域
色
が
ど
の
よ
う
に
現
れ
て
い
る
か
（
地
域
色
の
実
態
）
に
つ
い

て
多
面
的
に
検
討
し
、
地
域
聞
の
関
係
復
元
の
足
が
か
り
と
し
よ
う
。

　
器
種
組
成
　
地
域
別
の
質
種
組
成
の
変
遷
を
表
2
に
示
す
。
器
品
組
成
は
あ
る
程
度
、
資
料
が
ま
と
ま
っ
て

い
る
遺
跡
を
取
り
扱
っ
た
が
、
資
料
状
況
に
貧
弱
な
部
分
も
あ
り
、
空
白
部
分
に
つ
い
て
今
後
埋
め
ら
れ
る
可

能
性
や
墨
壷
の
存
否
と
い
う
定
性
的
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
点
を
考
慮
し
た
上
で
現
状
で
は
次
の
よ
う
な
器

種
組
成
に
関
す
る
地
域
色
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
に
、
個
別
地
域
は
1
期
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
細
粗
組
成
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
個
別
地
域
内
で
複
数
遺
跡
を
検
討
対
象
に
し
得
た
地
域
・
時
期
で
は
そ
れ
ら
の
遺
跡
間
で
は
、

ほ
ぼ
同
一
の
器
種
組
成
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
特
定
の
器
種
の
存
在
、
あ
る
い
は
器
種
の
欠
落
が
個

別
地
域
単
位
で
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
、
個
別
地
域
は
明
確
に
分
離
し
う
る
の
に
対
し
、
個
別
地
域
の

内
部
で
は
分
離
が
難
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
1
期
に
つ
い
て
は
器
種
組
成
を
検
討
し
う
る
資
料
が
少
な
く
、
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
多
い
が
、
近
畿
南
部

に
分
布
す
る
条
線
毛
深
鉢
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
東
海
西
部
で
は
一
期
に
確
実
に
属
す
る
新
線
地
深
鉢
は
知
ら
れ
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褒2　地域別時期別にみた器種組成の変遷

〔1期〕

無
文
浅
鉢

無
文
重
鉢

条
線
地
深
鉢

関
東
口
口
鉢

有
文
深
鉢
A

地謡∵

○
○
○
○

○
○
○
○
○

○

○
○

○
○
○
○
○
○

東海西部（西貝塚）

近畿南部（広瀬）
近畿ゴヒ部（小森岡）

中部瀬戸内（洗　谷）

山　　陰（島）
山　　陰（森藤）

〔ll期〕

注
口
土
器

無
文
浅
口

無
文
深
鉢

条
線
地
深
鉢

縄
文
地
口

縄
文
地
深
鉢

有
文
浅
鉢
A

有
文
鉢
D

有
文
鉢
C

有
文
鉢
B

関
東
系
深
鉢

有
文
深
鉢
B

有
文
深
鉢
A

器種

地域

○
○

○

○
○
○
　

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
　
○
○

○
○

○
○
○
○

○

○
○
○
○
○
○
○

東海西部（蜆塚第2貝塚）

東海西部（林ノ峰C層）

近畿（京大植物園）
近　　　畿（林SBO1）
中部瀬戸内（津　　　　雲）

中部瀬戸内（永井SR86G1）

山　　陰（布　　　勢）

〔1旺期〕

注
ロ
土
器

無
文
浅
鉢

無
文
深
鉢

条
線
地
深
鉢

縄
文
地
鉢

縄
文
地
深
鉢

有
文
浅
鉢
C

有
文
浅
鉢
A

有
文
鉢
E

有
文
鉢
B

関
東
系
一
一

有
文
深
鉢
B

有
文
深
鉢
A

器種

地域
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

○

○
○
○
○○

○
○
○
○
○
○
○

東海西部（石　　　　原）

東海西部（林ノ峰B層）

近　　　畿（下川原SB9）

近　　畿（縄

中部瀬戸内（彦

中部瀬戸内（樋　　ノ

山　　陰（崎　ケ

手）

崎）

口）

鼻）
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縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

　〔iV　期〕

　　　器　　裂

n　　域

有
文
深
酒

有
文
深
警

有
文
深
警

有
文
深
警

有
文
深
饗

関
東
系
深
鉢

有
文
鉢
A

有
文
浅
賛

有
文
浅
誓

縄
文
地
腫
鉢

　…黶@無i無
ｶ　文
n　深
d　鉢

文
星
鉢

注
口
土
器

東海西部（蜆塚第1貝塚）

ﾟ　　　畿（竹内第7地点）

ﾟ　　　畿（桑　飼　下）

?部瀬戸内（百問川沢田）

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

○ ○ ○
○
○ ○

○
○
○

○ ○
○

100
B3i300iO

○
○
○
○

て
い
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
本
器
質
が
関
東
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
成
立
し
た
と
い
う
想
定
が
正
し
け

れ
ば
東
海
西
部
で
も
一
期
に
は
既
に
質
種
を
構
成
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
近
畿
中
央
を
境
に
東
西
二
地

域
に
分
離
し
得
よ
う
。

　
第
二
に
、
全
時
期
を
通
じ
て
関
東
系
有
文
深
憂
を
器
種
に
含
む
東
海
西
部
・
近
畿
と
含
ま
な
い
瀬
戸
内
・

山
陰
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
近
畿
ま
で
は
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
、
展
開
に
お
い

て
関
東
土
器
と
の
密
接
な
交
流
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
に
、
y
期
の
東
海
西
部
を
除
く
と
個
別
地
域
で
の
器
種
変
遷
は
連
続
的
な
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
、
皿

期
に
お
け
る
器
種
の
多
様
化
が
各
地
域
で
若
干
の
差
異
を
み
せ
つ
つ
も
相
似
的
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
地
域
間
の
交
流
は
活
発
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
W
期
に
お
け
る
七
海
西
部
の
有
文
深
鉢

に
お
け
る
新
た
な
器
種
の
成
立
に
注
目
し
よ
う
。
こ
れ
は
従
来
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
加
手
利
B
1
式
の

影
響
と
い
う
よ
り
も
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
在
地
的
な
土
器
の
変
化
過
程
で
説
明
で
き
、
本
段
階
に
東

海
西
部
の
独
自
色
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
み
て
と
れ
よ
う
。

　
有
文
深
黒
A
　
有
文
鉄
鉢
A
は
革
帯
文
系
土
器
群
を
構
成
す
る
主
要
な
有
文
土
器
で
あ
り
、
口
縁
部
の
形

状
、
文
様
、
頸
胴
部
の
文
様
を
細
別
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
こ
こ
で
は
重
要
と
考
え
る
点
の
み
記
し
て

お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
文
様
、
口
縁
部
の
形
状
と
も
個
別
地
域
内
部
に
お
い
て
、
型
式
学
的
に
連
続
性
が
辿
れ
る
一
方
、

そ
の
変
化
は
地
域
制
比
較
を
通
し
て
み
る
と
き
、
相
似
的
に
発
生
し
て
お
り
、
密
接
な
地
域
間
交
流
を
保
ち

な
が
ら
生
じ
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
第
二
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
細
部
に
お
い
て
は
地
域
色
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
指
摘
で
き
る
。
1
期
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表3　縄文原体の時期的変遷と地域色

　　　地域
條

東海西部

ﾒ半　西半
近 畿 中部瀬戸内 山　　陰

福繊K2式期 獣
1　期

1［　期

姐　期

］v　其月

RL圧倒的桑憂勢

LR・Rしほぼ同数

“
繍

tt／／z　L　R后ヨ到臼勺f憂多些

灘RL優勢

取
れ
る
。
東
日
本
で
は
後
期
初
頭
以
降
、
一
貫
し
て
L
R
地
帯
で
あ
り
、

東
海
西
部
、
西
日
本
的
な
瀬
戸
内
・
山
陰
、
そ
の
交
錯
す
る
近
畿
と
い
う
状
況
を
み
て
と
れ
よ
う
。

　
無
文
土
器
の
調
整
手
法
　
無
文
土
器
は
後
期
に
入
っ
て
一
般
化
す
る
粗
製
土
器
で
あ
る
。
外
面
の
調
整
手
法
に
地
域
色
が
認
め
ら
れ
る
か
検
討

し
て
み
よ
う
（
表
4
）
。
外
面
の
調
整
に
は
基
本
的
に
a
一
撫
で
、
b
一
二
枚
貝
条
痕
、
c
I
巻
貝
条
痕
、
d
I
植
物
質
原
体
に
よ
る
擦
痕
、
e

l
削
り
、
f
一
「
細
密
条
痕
」
等
の
手
法
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
手
法
は
単
一
に
の
み
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
削
り
や
条
痕
で
荒
仕

に
つ
い
て
は
す
で
に
ふ
れ
た
が
A
H
期
で
は
、
山
陰
の
口
縁
部
主
文
様
の
入
り
組
み
文
、
山

陰
・
棄
海
西
部
で
は
頸
部
を
無
文
帯
に
す
る
例
が
多
い
の
に
対
し
て
、
近
畿
で
は
全
面
に
わ

た
っ
て
、
ま
た
、
中
部
瀬
戸
内
で
は
突
起
、
波
頂
部
下
に
施
文
す
る
例
が
多
い
点
、
皿
期
で

は
口
縁
部
文
様
の
複
合
鋸
歯
文
が
東
海
西
都
・
中
部
瀬
戸
内
・
山
陰
で
は
盛
行
す
る
の
に
近

畿
で
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
点
、
東
海
西
部
・
山
陰
で
は
胴
部
文
様
を
ほ
と
ん
ど
も
た

な
い
点
、
W
期
で
は
中
部
瀬
戸
内
で
は
口
縁
内
面
施
文
型
に
限
定
さ
れ
、
近
畿
で
は
量
的
に

減
少
す
る
一
方
、
東
海
西
部
で
は
安
定
的
に
器
種
を
構
成
す
る
点
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご

と
の
独
自
性
の
存
在
も
ま
た
無
視
で
き
な
い
。

　
縄
文
原
体
　
縄
文
の
撚
り
は
、
基
本
的
に
L
R
か
R
L
を
用
い
て
お
り
、
時
期
別
・
地
域

別
の
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
縄
文
を
施
す
器
種
を
一
括
し
て
、
撚
り
の
方

向
を
時
期
別
、
地
域
鯛
に
み
て
み
よ
う
。

　
表
3
か
ら
、
一
貫
し
て
L
R
が
優
勢
な
東
海
西
部
、
皿
期
ま
で
R
し
が
圧
倒
的
に
優
勢
で

W
期
に
L
R
が
増
加
す
る
瀬
戸
内
中
部
、
R
L
優
勢
か
ら
H
期
に
L
R
・
R
し
ほ
ぼ
同
数
に

転
換
し
、
翠
黛
に
は
L
R
が
圧
倒
的
と
な
る
近
畿
と
い
う
三
つ
の
地
域
的
ま
と
ま
り
を
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄
文
の
撚
り
の
方
向
に
関
し
て
い
え
ば
東
日
本
の
西
縁
に
位
置
す
る
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上
げ
を
行
っ
た
の
ち
、
撫
で
に
よ
っ
て
最
終
的
な
調
整
を
行
う
よ
う
な
複
数
の
手
法
が
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
場
舎
も
あ
る
。
当
然
、
こ
う
し
た
複
数
の
手
法
の
組
み
合
わ
せ
方
が
問
題
に
な
る
が

直
接
観
察
し
得
た
資
料
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
最
終
的
に
器
面
に
残
っ
た
調
整
手
法
を
検
討

素
材
と
し
よ
う
。
無
文
土
器
を
時
期
別
に
限
定
し
う
る
資
料
は
限
ら
れ
る
の
で
こ
こ
で
は
後
期
前

半
期
と
し
て
扱
い
、
大
ま
か
な
傾
向
を
捉
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

用品文系土器群の成立と展開（千葉）

　　　　　　　　表5　底部断面形態の変遷と地域色

陰中部瀬戸内1山畿近

平平闘凹

ABAB凹
B

凹
A

平
B

平
A

凹
B

凹
A

平
B

平
A

東海西部

平平凹凹

ABAB
ooo　o

A　OO
　　　o
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△僅少○普通量多い

　
第
一
に
、
撫
で
は
も
っ
と
も
基
本
的
な
手
法
で
あ
り
、

全
地
域
に
共
通
す
る
。

　
第
二
に
、
巻
貝
条
痕
が
顕
著
な
瀬
雷
管
、
「
細
密
条

痕
」
が
特
徴
的
な
山
陰
・
近
畿
北
部
、

う
ま
と
ま
り
を
指
摘
で
き
よ
う
。

密
条
痕
」
は
中
期
後
半
以
降
、

用
さ
れ
る
。

　
底
部
の
形
態

大
甥
で
き
、

残
る
平
底
B
に
、
凹
底
は
底
縁
が
高
台
状
に
な
る
堀
谷
A

か
っ
て
立
ち
上
が
る
凹
底
B
に
細
分
し
う
る
。

　
表
5
よ
り
、

B
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
中
部
瀬
戸
内
に
大
別
で
き
よ
う
。

態
で
、

表4　調整手法にみられる地域色

山
　
　
陰

瀬
戸
内

近
畿
北
部

近
畿
南
部

東
海
西
都

鎌 一（r　loplololo
擦痕（植物質）iO｝Ol

肖
目 り目OIOi
巻貝条痕ゆ101ゆ1
二枚貝条痕lolol

「細密条痕」1　｛△101　｝○

　
　
　
撫
で
が
主
体
で
手
法
が
多
様
な
近
畿
南
部
・
東
海
西
部
と
い

　
山
陰
か
ら
近
畿
北
部
（
日
本
海
沿
岸
部
）
に
特
徴
的
に
分
布
す
る
「
細

馬
面
の
調
整
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
有
文
土
器
の
調
整
と
し
て
も
多

　
深
鉢
の
底
部
断
面
形
態
の
地
域
色
を
検
討
す
る
。
深
鉢
の
底
部
は
平
底
と
凹
底
に

平
底
は
底
面
が
撫
で
等
に
よ
っ
て
仕
上
げ
ら
れ
る
平
底
A
と
網
代
や
木
の
葉
の
痕
跡
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
わ
ゆ
る
糸
底
）
と
底
縁
か
ら
中
央
に
向

　
　
　
一
貫
し
て
平
底
が
優
勢
な
近
畿
・
東
海
西
部
と
凹
底
A
・
B
優
勢
か
ら
W
期
に
凹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
郷
A
は
福
田
K
2
式
に
一
般
的
な
形

凹
面
B
は
西
日
本
後
期
後
半
の
主
要
な
底
部
形
態
で
あ
り
、
縁
帯
文
土
器
前
半
期
に
西
日
本
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西
部
で
底
部
形
態
の
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
て
も
及
ん
で
い
た
と
理
解
で
き
る
。

2

土
器
か
ら
み
た
地
域
の
関
係

一
方
、
平
底
は
東
日
本
の
底
部
と
共
通
し
、
近
畿
ま
で
東
日
本
の
影
響
が
底
部
に
つ
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以
上
の
検
討
結
果
を
も
と
に
し
て
、
縁
帯
文
系
土
器
群
の
横
…
造
に
つ
い
て
検
討
し
、
土
器
を
も
と
に
し
た
地
域
間
関
係
に
つ
い
て
論
じ
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
、
従
来
の
思
念
文
系
土
器
群
は
有
文
深
鉢
A
お
よ
び
縄
文
地
土
器
の
類
似
性
（
特
に
有
文
深
鉢
A
の
類
似
性
〉

に
拠
っ
て
把
握
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
別
地
域
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
偲
種
組
成
（
一
型
式
）
を
有
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
縁
帯

文
系
土
器
群
と
は
個
別
地
域
を
基
本
単
位
に
し
た
地
域
間
交
流
と
歴
史
的
伝
統
性
の
強
い
諸
型
式
群
の
総
体
的
把
握
で
あ
る
。
世
帯
文
系
土
器

群
と
同
時
代
の
後
期
前
半
期
に
つ
い
て
、
同
様
の
視
点
か
ら
隣
接
地
域
を
み
る
と
関
東
・
中
部
に
は
堀
之
内
・
加
曾
利
B
式
系
土
器
群
、
九
州

に
は
鐘
潮
紅
系
土
器
群
が
広
が
り
、
縁
帯
文
系
土
器
群
と
対
峙
し
て
い
た
状
況
を
み
て
と
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
堀
之
内
・

加
澤
利
B
潤
筆
土
器
群
の
構
成
器
種
が
珍
説
文
系
土
器
群
の
成
立
・
展
開
の
中
で
近
畿
・
東
海
西
部
で
は
安
定
的
に
器
種
組
成
を
占
め
る
よ
う

な
影
響
関
係
に
あ
り
、
「
～
系
土
器
群
」
間
の
関
係
も
排
他
的
に
分
立
し
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
親
疎
関
係
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
器
種
組
成
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ぼ
、
個
別
地
域
は
独
自
の
思
懸
組
成
を
保
っ
た
型
式
の
分
布
範
囲
と
い
え
る
が
、
こ
う
し
た
地

域
間
の
関
係
に
つ
い
て
器
種
や
講
成
す
る
要
素
の
あ
り
方
か
ら
親
疎
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
器
種
レ
ベ
ル
に
み
ら
れ
る
y
期

の
東
海
西
部
の
独
自
色
の
強
ま
り
は
地
域
間
交
流
と
地
域
の
主
体
性
の
強
弱
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
三
に
、
第
二
の
点
と
関
連
を
有
す
る
が
、
型
式
を
構
成
す
る
機
種
や
属
性
の
地
域
色
の
発
現
の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
そ
の
現
れ
方

が
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
器
種
組
成
か
ら
は
東
海
西
部
、
近
畿
、
瀬
戸
内
、
山
陰
の
四
地
域
が
、
関
東
系
土
器
の
存
否
や
底
部
形
態
か

ら
は
東
海
西
部
・
近
畿
と
瀬
戸
内
・
山
陰
と
い
う
二
地
域
が
、
縄
文
原
体
の
撚
り
の
方
向
か
ら
は
東
海
西
部
、
近
畿
、
瀬
戸
内
・
山
陰
と
い
う
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三
地
域
が
無
文
土
器
の
調
整
手
法
で
は
東
海
西
部
・
近
畿
南
部
、
瀬
戸
内
、
山
陰
・
近
畿
北
部
と
い
う
三
地
域
が
区
分
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
　
一
概
に
土
器
の
地
域
色
と
い
っ
て
も
扱
う
上
種
や
属
性
の
違
い
に
よ
っ
て
（
ど
の
レ
ベ
ル
を
問
題
に
す
る
か
に
よ
っ
て
）
、
異
な
っ

た
地
域
色
が
描
き
出
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
弥
生
土
器
の
研
究
で
は
比
較
的
早
く
か
ら
問
題
に
さ
れ
、
詳
細
な
検
討
が

　
　
　
　
　
①

進
み
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
縄
文
土
器
の
研
究
に
お
い
て
は
文
様
を
重
視
し
た
分
析
的
研
究
が
主
体
を
占
め
る
傾
向
が
強
く
、
こ
う
し
た
側
面
は

あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
域
間
関
係
の
復
元
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
重
要
な
問
題
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
対
象
レ
ベ
ル
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
な
る
地
域
色
が
描
か
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
の
地
域
色
の
も

つ
意
味
、
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
問
題
に
さ
れ
て
い
る
地
域
色
の
歴
史
的
社
会
的
性
格
を
積
極
的
に
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に

つ
い
て
、
深
沢
芳
樹
氏
は
近
畿
の
弥
生
土
器
の
壼
の
文
様
と
聾
の
仕
上
げ
方
の
地
域
色
を
検
討
し
、
「
紋
様
は
土
器
の
衷
層
的
要
素
、
仕
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

方
は
土
器
の
基
層
的
要
素
」
と
理
解
し
、
「
紋
様
の
地
域
性
よ
り
仕
上
げ
方
の
地
域
性
を
よ
り
重
視
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
深
沢
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
紋
様
が
な
く
て
も
土
器
は
使
え
る
。
こ
れ
に
薄
し
て
仕
上
げ
方
は
土
器
作
り
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
。
た
だ
、
逆
に
い
え
ば
、
な
く
て
も
よ
い
文
様
が
一
定
の
年
代
的
空
間
的
限
定
性
を
有
し
な
が
ら
日
本
先
史
土
器
に
は
施
さ
れ
て
き
た
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
文
様
の
具
体
的
意
味
を
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
の
よ
く
為
し
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
近
藤
義
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に

「
土
器
へ
の
文
様
の
付
与
と
あ
る
種
の
形
態
部
分
の
作
出
が
、
呪
的
行
為
の
ひ
と
つ
の
表
現
で
あ
り
、
ま
た
睨
的
行
為
を
通
し
て
集
団
群
の
規

　
　
　
　
　
　
　
③

制
が
働
く
と
す
れ
ば
」
土
器
に
文
様
を
施
す
と
い
う
行
為
は
自
「
集
団
」
と
他
「
集
団
」
を
区
別
す
る
と
い
う
意
図
を
も
っ
た
意
識
的
な
行
為

で
あ
り
、
「
集
団
」
の
個
性
の
物
的
表
現
で
あ
っ
た
と
も
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
調
整
技
法
等
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

だ
け
に
対
「
集
団
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
他
「
集
団
」
と
自
「
集
団
」
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
無
意
識
的
な
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
要
素
の
も
つ
意
味
に
本
質
的
な
差
異
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
調
整
技
法
等
、
土
器
作
り
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
部
分
を
共
有
す
る
地
域
は
基
層
的
地
域
、

同
一
の
文
様
を
共
有
す
る
地
域
は
個
性
的
地
域
と
呼
ぶ
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
再
度
、
地
域
間
関
係
の
あ
り
方
を
検

143　（965）



濡
す
る
な
ら
ば
縫
帯
文
系
土
器
群
の
分
布
圏
が
ひ
と
つ
の
個
性
的
地
域
、
東
海
西
部
、
近
畿
南
部
、
中
部
瀬
戸
内
、
山
陰
・
近
畿
北
部
を
基
層

的
地
域
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
基
層
的
地
域
を
核
に
文
様
等
の
情
報
を
共
有
し
う
る
地
域
が
個
性
的
地
域
と
し
て
出
現
し
て
い
る
様
相
を
み
て

と
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
基
層
地
域
間
の
結
舎
関
係
の
変
化
に
よ
り
、
W
期
の
菓
海
西
部
地
域
の
よ
う
に
独
自
の
個
性
的
地
域
へ
の
傾
斜
と
い
っ

た
現
象
が
生
み
出
さ
れ
て
く
る
と
考
え
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
縁
帯
文
系
土
器
群
の
類
似
し
た
地
域
相
と
は
、
前
段
階
の
福
田
K
2
式
土
器

と
い
う
広
域
土
器
圏
を
背
景
に
、
東
海
酉
部
～
中
国
地
方
の
基
層
的
地
域
が
相
互
に
、
特
に
、
有
文
土
器
の
情
報
交
換
を
密
接
に
行
な
い
つ
つ
、

基
層
的
部
分
に
お
い
て
は
地
域
的
な
伝
統
を
保
持
し
な
が
ら
展
開
し
た
姿
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
佐
原
貢
・
田
辺
昭
三
「
鶏
冠
井
遺
跡
」
（
『
東
海
道
新
幹
線
増
設
工
面
に
伴
う
埋
　
　
　
　
　
口
孝
司
「
土
器
に
お
け
る
地
域
色
」
（
『
古
文
化
談
叢
』
第
一
七
集
、
一
九
八
七
年
）

　
　
蔵
文
化
財
発
掘
報
告
番
』
、
一
九
六
五
年
）
、
佐
原
眞
「
大
和
川
と
淀
川
」
（
『
古
代
　
　
　
　
　
な
ど
。

　
　
の
日
本
』
5
　
近
畿
、
一
九
七
〇
年
）
、
松
井
潔
「
後
期
弥
生
土
器
の
小
地
域
性
」
　
　
　
②
　
注
①
前
掲
、
深
沢
文
献
、
一
七
三
－
一
七
四
頁
。

　
　
（
『
考
古
学
研
究
』
第
三
三
巻
第
一
号
、
　
一
九
八
六
年
）
、
深
沢
芳
樹
「
弥
生
隣
代
　
　
　
　
③
　
近
藤
義
郎
「
縄
文
時
代
の
生
産
と
呪
術
」
（
『
日
本
考
古
学
研
究
序
説
』
、
　
一
九

　
　
の
近
畿
」
（
『
岩
波
講
座
　
日
本
考
古
学
』
5
文
化
と
地
域
性
、
一
九
八
六
年
）
、
溝
　
　
　
　
　
八
五
年
、
九
〇
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
縄
文
後
期
前
半
期
、
東
海
か
ら
中
国
地
方
に
類
似
し
た
様
相
を
も
っ
て
変
遷
し
た
縁
帯
文
系
土
器
群
の
成
立
・
展
開
を
個
別
地
域
別

に
編
年
の
再
整
理
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
土
器
を
構
成
す
る
多
様
な
要
素
に
注
鼠
し
て
、
地
域
色
の
現
れ
方
を
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、
縁
帯
文
系
土
器
群
と
し
て
総
称
さ
れ
る
土
器
群
は
四
期
に
分
け
て
、
そ
の
成
立
・
展
開
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
立
に
は
前
段
階
の

福
田
K
2
式
の
伝
統
と
外
来
の
土
器
の
影
響
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
展
開
は
基
層
的
地
域
が
核
と
な
り
つ
つ
、
と
く
に
有
文
土
器
に
関

わ
る
情
報
交
換
の
密
接
さ
に
よ
り
、
東
海
西
部
～
中
国
地
方
と
い
う
広
域
な
地
域
に
親
縁
度
の
高
い
類
似
土
器
相
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
、
地
域

間
の
親
疎
関
係
の
変
化
よ
り
y
期
に
は
菓
海
西
部
が
独
自
の
土
器
地
域
圏
に
傾
斜
し
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
え
た
。

　
た
だ
し
、
本
稿
で
は
現
象
面
に
関
す
る
問
題
点
の
把
握
に
と
ど
め
、
土
器
に
表
現
さ
れ
た
地
域
を
成
立
さ
せ
る
紐
帯
（
土
器
の
地
域
色
の
社
会



縁帯文系土器群の成立と展開（千葉）

的
背
景
）
を
如
何
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題
に
踏
み
込
む
た
め
に
は
、
な
お
、
多
く
の
手
続
き

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
他
の
考
古
事
象
の
検
討
や
民
族
誌
的
知
見
と
の
対
比
に
も
と
つ
く
総
合
的
考
察
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

さ
し
あ
た
っ
て
、
次
の
検
討
課
題
は
、
本
稿
で
基
層
的
地
域
と
し
た
地
域
内
に
お
け
る
土
器
の
あ
り
方
（
土
器
の
小
地
域
色
）
を
分
析
し
、
小
地

域
単
位
が
如
何
に
結
合
し
て
一
地
域
の
土
器
型
式
と
し
て
成
立
す
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
、
お
よ
び
縁
帯
文
系
土
器
群
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
隣

接
し
て
い
る
鐘
崎
式
系
土
器
群
、
堀
之
内
・
加
叢
雲
B
式
系
土
器
群
と
の
構
造
的
差
異
を
考
究
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
謝
辞
　
本
稿
を
提
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
小
野
山
節
先
生
よ
り
種
々
、
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
市
原
壽
文
先
生
に
は
原
稿
を
校
閲
し
て
い
た
だ
き
、
文
章
表
現

　
　
に
つ
い
て
も
ご
指
導
を
得
た
。
岡
村
秀
典
氏
に
は
原
稿
、
図
面
の
作
成
に
際
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
泉
湯
潅
氏
、
家
建
祥
多
氏
を
は
じ
め
と
す
る
京
都

　
縄
文
文
化
研
究
会
の
諸
氏
、
r
菱
田
哲
郎
氏
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
の
諸
氏
、
な
ら
び
に
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
の
諸
学

　
　
兄
に
ぽ
日
頃
よ
り
有
益
な
る
ご
教
示
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
内
容
の
う
ち
、
中
部
瀬
戸
内
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
一
九
八
八
年
一
〇
月

　
　
一
六
日
、
考
古
学
研
究
会
岡
山
例
会
に
て
、
ま
た
同
韻
瀬
戸
内
・
近
畿
の
編
年
の
概
要
に
つ
い
て
は
同
年
同
月
三
〇
日
に
福
岡
県
椎
田
町
で
開
催
さ
れ
た
九

　
　
州
縄
文
研
究
会
に
て
発
表
し
、
席
上
、
前
者
の
発
表
で
は
平
井
勝
・
北
條
芳
隆
の
両
氏
よ
り
、
後
者
の
発
表
で
は
増
血
良
・
垂
尾
俊
介
・
藪
田
紘
一
の
各
氏

　
　
よ
り
ご
教
示
を
う
け
た
。
資
料
の
紋
集
・
観
察
に
お
い
て
は
、
赤
沢
威
・
石
坂
俊
郎
・
片
綱
孝
浩
・
兼
康
保
明
・
駒
田
利
治
・
高
松
龍
暉
・
谷
岡
陽
一
・
玉

　
　
田
芳
英
・
仁
保
晋
作
・
野
上
丈
助
・
平
井
勝
・
藤
田
憲
司
・
松
井
直
樹
・
松
尾
信
裕
・
松
田
真
一
・
向
坂
鋼
二
・
山
下
勝
年
・
山
田
東
・
渡
部
明
夫
の
各
氏

　
　
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
上
の
方
々
に
、
深
甚
な
る
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
付
記
　
校
正
中
に
玉
田
芳
英
「
中
津
・
福
田
K
I
式
土
器
様
式
」
・
泉
二
番
「
縁
帯
文
土
器
様
式
」
（
小
林
達
雄
編
『
縄
文
土
器
大
観
』
4
、
　
一
九
八
九
年

　
　
一
〇
月
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
に
か
か
わ
る
部
分
と
し
て
、
玉
田
氏
は
「
中
津
皿
式
」
と
呼
称
し
た
土
器
群
を
福
田
貝
塚
の
資
料
整
理
の
結
果
は
基
づ
い

　
　
て
「
福
田
K
H
式
の
古
段
階
と
し
て
再
設
定
」
し
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
立
脚
す
れ
ば
、
福
田
K
2
式
は
三
細
分
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
が
、

　
　
土
器
の
変
化
と
い
う
視
点
に
立
つ
と
玉
田
氏
が
再
設
定
し
た
「
古
段
階
」
と
「
新
段
階
」
の
間
に
は
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
、
一
線
を
画
し
て
も
良
い
の

　
　
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
泉
氏
は
北
白
川
上
層
式
1
期
及
び
3
期
を
二
時
期
に
細
分
し
た
が
！
期
の
細
分
に
つ
い
て
は
「
四
ツ
池
式
」
と
ど
の
よ
う
に

　
　
区
上
し
て
い
る
の
か
筆
者
に
は
理
解
し
に
く
い
。
ま
た
、
3
期
目
細
分
に
つ
い
て
は
首
肯
し
得
る
と
考
え
る
が
系
譜
の
理
解
等
を
異
に
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
本
稿
で
は
個
別
地
域
内
部
で
の
土
器
の
細
か
な
年
代
的
変
化
に
つ
い
て
充
分
言
及
で
き
な
か
っ
た
の
で
稿
を
改
め
て
成
し
得
た
い
と
思
う
。
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Formation　and　Evolution　of　the　Entaimon（緑帯文）

　　Type　Pottery　Group　：　Regional　Characteristics

　　　　　in　Western　Japan　・during　the　First　Half

　　　　　　　　　　　　　　of　Late　」6mon　Period

CHIBA　Yutaka

　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　formation　and　evolution

of　the　Entaimon　type　pottery　by　considering　the　regional　chronologies

and　the　relation　between　regional　characteristics　of　pottery．　The　type

of　pottery　thought　to　appear　at　this　stage　is　exemplified　by　the　finds　of

Pit　40　of　the　Hirose　site．　lt　resulted　from　a　mixture　of　typological

changes　in　the　region　and　influences　frorn　eastern　Japan．　A　chronolo－

gical　examination　of　pottery　type　variations，　revealed　four　phases．　I

focused　on　the　aspect　of　diversity　in　the　pottery，　and　examined　how

local　characteristics　developed　in　each　type．　The　conclusions　are，　1）

the　Entaimon　type　pottery　group　appeared　and　evolved　as　the　result　of

frequent　exchanges　in　pottery　design　over　the　large　area　of　the　core

regions，　and　2）　in　the　foyth　period，　according　to　changes　in　relations

between　diferent　geographical　regions，　it　is　clear　that　pottery　in　the

Tokai　district　gradually　developed　its　own　independent　character．

（992）




